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選
択
集
通
津
録
講
読

・
著
者
：
慧
雲(

1730-1782
)

深
諦
院

解
題
：
本
書
は
玄
談
に
自
叙
す
る
如
く
、
安
永
己
亥
（
師
時
に
五
十
歳
）
の
夏
、
通
津

専
徳
寺
に
講
演
せ
る
筆
録
な
り
。
通
津
の
題
名
即
ち
茲
に
取
る
か
。
玄
談
の
終
わ
り
に

末
疏
を
叙
し
て
西
山
派
に
八
部
、
鎭
西
派
に
八
部
、
今
家
に
五
部
を
掲
ぐ
。
即
ち
是
等

の
諸
註
を
咀
嚼
し
、
正
す
に
日
渓
（
法
霖(

1693-1741
)

）
昨
夢
（
僧
樸(

1719-1762
)

）
二

師
の
宗
学
を
以
っ
て
す
。
特
に
玄
談
の
一
篇
は
文
義
優
麗
、
他
人
の
企
及
す
べ
か
ら
ざ

る
特
色
を
存
す
。

（
メ
モ
）

・
安
永
己
亥
：
安
永
八
年(

1779
)

。

※
専
徳
寺
住
職
は
六
世
超
応
。
天
明
二
年
（1782
）
に
本
堂
上
棟
（
超
応

歳
）

75

・
末
疏
：
西
山
派
八
部
、
鎭
西
派
八
部
、
真
宗
五
部
を
「
法
霖(

1693-1741
)

」
と
昨
夢
（
僧

樸(
1719-1762

)

）
二
師
の
宗
学
で
正
す
。

・
底
本
：
仏
大

・
参
照
：
六
条
法
光
寺
本
（
法
本
）
（
京
都
市
下
京
区
東
松
屋
町

か
）

840
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十
三
に
多
善
章
に
三
。
初
に
標
章
、
二
に
引
文
、
三
に
私
釈
。
今
は
初
。

以
念
仏
為
止

善
根
之
文

（
【13

】

念
仏
を
も
つ
て
多
善
根
と
な
し
、
雑
善
を
も
つ
て
少
善
根
と
な
す
文
。
）

今
章
の
来
意
、
上
に
准
じ
て
二
義
。
も
し
文
に
約
せ
ば
、
上
来
観
経
の
六
文
す
で
に
竟

ん
ぬ
。
以
下
小
本
の
四
文
こ
れ
に
次
ぐ
。
三
経
鼎
の
時
は
、
上
に
す
で
に
弁
ず
る
が
ご
と

し
。
今
す
な
わ
ち
四
文
中
の
第
一
な
り
。
も
し
義
に
約
せ
ば
、
利
益
七
文
の
中
第
四
な
り
。

勝
劣
対
、
大
小
対
、
多
少
対
、
も
っ
て
助
顕
な
り
。

多
善
章
と
は
、
あ
る
い
は
（
決
疑
）
「
念
仏
多
善
根
篇
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
大
綱
）

「
念
仏
多
善
篇
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
鵜
木
要
義
）
「
念
仏
多
善
根
章
」
と
云
い
、
あ

る
い
は
（
私
集
）
「
名
号
大
善
章
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
聞
香
）
名
号
多
善[

498a
]

章

と
云
う
。
今
す
な
わ
ち
略
に
従
う
。
化
本
（
二
十
二
紙
）
に
云
く
、

『
弥
陀
経
（
※
阿
弥
陀
経
）
』
に
の
た
ま
は
く
、
「
少
善
根
福
徳[

※
の
因
縁]

を
も
つ

て
、
（
乃
至
）
名
号
を
執
持
せ
よ
」
と
。
｛
以
上
｝

（
註
釈
版
四
〇
一
）

ま
た
云
く
「
極
楽
は
無
為
涅
槃
の
界
な
り
」
（
註
釈
版
四
〇
四
）
。
ま
た
（
二
十
五
丁
）

云
く
「
元
照
律
師
の
『
弥
陀
経
の
義
疏
』
に
い
は
く
、
」
（
註
釈
版
四
〇
五
）
等
と
。

問
う
。
こ
の
文
の
至
要
、
何
ぞ
化
巻
に
属
す
る
や
。

答
う
。
謹
ん
で
按
ず
る
に
、
こ
の
経
の
隠
顕
、
『
観
経
』
と
同
じ
。
彼
は
顕
説
に
依
る

が
故
に
化
巻
に
属
す
。
今
初
は
隠
彰
な
る
が
故
に
真
益
を
嘆
ず
る
の
み
。

二
に
引
文
に
二
。
初
に
小
経
、
二
に
事
讃
。
初
に
小
経
に
二
。
初
に
諸
行
を
廃
す
。

二
に
念
仏
を
立
す
。
今
は
初
。

阿
弥
陀
経
止

得
生
彼
国

『
阿
弥
陀
経
』
に
の
た
ま
は
く
、
「
少
善
根
福
徳
の
因
縁
を
も
つ
て
、
か
の
国
に
生
ず

る
こ
と
を
得
べ
か
ら
ず
。

「
不
可
」
と
は
下
の
ご
と
し
。

「
少
善
根
」
と
は
古
に
多
説
あ
り
。
し
ば
ら
く
旧
聞
に
よ
り
て
略
し
て
十
一
を
挙
ぐ
。
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一
に
肇
法
師
云
く
、
「
臨
終
の
十
念
に
期
し
て
放
逸
の
念
を
遮
る
た
め
の
故
に
少
と
云

う
。
小
時
の
念
仏
の
不
定
の
疑
を
除
か
ん
が
た
め
の
故
に
多
と
云
う
」
と
。

二
に
天
台
処
云
く
（
略
記
準
釈
）
、
「
用
心
の
薄
な
る
が
故
に
少
と
云
う
。
用
心
の
厚

な
る
が
故
に
多
と
云
う
」
と
。

三
に
は
通
讃
に
云
く
、
「
進
退
不
定
の
念
仏
の
故
に
少
と
云
う
。
専
心
念
仏
の
故
に
多

と
云
う
」
と
。

四
に
は
海
東
に
云
く
、
「
諸
善
を
少
と
云
う
。
菩
提
心
を
多
と
云
う
」
と
。

五
に
は
狐
山
に
云
く
、
「
散
心
の
称
名
を
少
と
云
う
。
要
期
日
限
の
称
名
を
多
と
云
う
」

と
。六

に
は
円
測
の
疏
に
云
く
、
「
い
ま
だ
解
説
分
を
種
え
ざ
る
が
故
に
少
と
云
う
。
す
で

に
種
え
る
は
多
と
云
う
」
と
。

七
に
は
仁
岳
の
疏
に
云
く
、
「
散
善
を
少
と
云
う
。
定
善
を
多
と
云
う
」
と
。

八
に
は
慈
蔵
の
義
記
に
云
く
、
「
小
乗
心
な
る
が
故
に
少
と
云
う
。
大
乗
心
な
る
が
故

に
多
と
云
う
」
と
。

九
に
は
雲
棲
に
云
く
、
「
菩
提
心
の
上
に
称
名
な
き
を
少
と
云
う
。
称
名
あ
る
を
多
と

云
う
」
と
。

[
498b

]

十
に
は
要
解
に
云
く
、
「
二
乗
菩
薩
の
善
業
を
少
善
と
云
う
。
人
天
の
福
業
を

少
福
と
云
う
。
持
名
を
多
と
云
う
」
と
。

十
一
に
は
元
照
の
意
に
、
「
余
善
を
少
と
云
う
。
称
名
を
多
と
云
う
。
そ
の
文
に
云
く
、

「
如
来
、
持
名
の
功
勝
れ
た
る
こ
と
を
明
か
さ
ん
と
欲
す
。
ま
づ
余
善
を
貶
し
て
少

善
根
と
す
。
い
は
ゆ
る
布
施
・
持
戒
・
立
寺
・
造
像
・
礼
誦
・
座
禅
・
懺
念
・
苦
行
、

一
切
福
業
、
も
し
正
信
な
け
れ
ば
、
回
向
願
求
す
る
に
み
な
少
善
と
す
。
往
生
の
因

に
あ
ら
ず
。
も
し
こ
の
経
に
よ
り
て
名
号
を
執
持
せ
ば
、
決
定
し
て
往
生
せ
ん
。
す

な
は
ち
知
ん
ぬ
、
称
名
は
こ
れ
多
善
根
・
多
福
徳
な
り
と
。
む
か
し
こ
の
解
を
な
し

し
、
人
な
ほ
遅
疑
し
き
。
近
く
襄
陽
の
石
碑
の
経
の
本
文
を
得
て
、
理
冥
符
せ
り
。

は
じ
め
て
深
信
を
懐
く
。
か
れ
に
い
は
く
、
〈
善
男
子
・
善
女
人
、
阿
弥
陀
仏
を
説

く
を
聞
き
て
、
一
心
に
し
て
乱
れ
ず
、
名
号
を
専
称
せ
よ
。
称
名
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ

に
、
諸
罪
消
滅
す
。
す
な
は
ち
こ
れ
多
功
徳
・
多
善
根
・
多
福
徳
因
縁
な
り
〉
」

（
註
釈
版
四
〇
六
）

か
の
石
経
は
本
梁
陳
の
人
の
書
。
今
に
至
り
て
六
百
余
歳
。
ひ
そ
か
に
疑
う
に
今
本

の
相
伝
訛
脱
せ
り
。
（
已
上
）
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従
上
十
一
、
初
の
十
は
不
正
、
後
一
を
正
と
な
す
。
し
か
れ
ば
化
土
巻
に
引
く
所
、
今

と
対
撿
せ
よ
。
余
の
「
多
功
徳
」
は
四
字
多
し
。
今
は
師
説
に
よ
り
て
こ
れ
衍
字
に
あ
ら

ず
。
謂
く
多
功
徳
と
は
徳
本
の
義
、
多
善
根
は
善
本
の
義
、
多
福
徳
は
合
称
な
り
。
も
っ

て
智
慧
の
対
す
る
も
の
な
り
。
か
し
こ
を
も
っ
て
こ
れ
を
解
さ
ば
、

「
少
善
根
」
と
は
か
の
善
本
に
簡
ぶ
。

「
少
福
徳
」
と
は
か
の
徳
本
に
簡
ぶ
。

「
因
縁
」
と
は
す
な
わ
ち
所
以
の
義
。

余
文
は
解
す
べ
し
。

二
に
念
仏
を
立
す
に
四
。
初
は
行
相
を
示
す
。
二
は
時
日
を
明
か
す
。
三
は
信
体
を

明
か
す
。
四
は
益
相
を
示
す
。
今
は
初
。

[
499a

]

舎
利
弗
若
止

執
持
名
号

舎
利
弗
、
も
し
善
男
子
・
善
女
人
あ
り
て
、
阿
弥
陀
仏
を
説
く
を
聞
き
て
、
名
号
を
執
持

し
て
、

按
ず
る
に
こ
の
一
段
、
宗
家
の
釈
中
、
七
処
に
こ
れ
を
引
く
。

一
に
は
「
玄
義
」
の
別
時
意
門
に
云
々
。

二
に
は
「
定
善
義
」
の
念
仏
三
昧
証
に
云
々
。

三
に
は
「
散
善
義
」
の
深
信
釈
に
云
々
。

四
に
は
『
観
念
法
門
』
の
護
念
縁
に
云
々
。

五
に
は
ま
た
摂
生
縁
に
云
々
。

六
に
は
ま
た
摂
生
縁
に
云
々
。

七
に
は
『
礼
讃
』
の
後
述
の
文
に
云
々
。

已
上
七
処
、
文
に
具
略
あ
れ
ど
も
義
に
別
途
な
し
。
一
経
の
至
節
、
子
細
こ
れ
を
検
す
。

「
善
男
」
等
と
は
、
諸
経
の
衆
を
告
げ
る
通
語
。
宗
に
依
り
て
こ
れ
を
判
ぜ
ば
別
義
な

し
。
一
に
は
宿
善
に
約
す
（
『
安
楽
集
』
に
下
々
品
の
善
知
識
に
遇
う
心
を
判
じ
て
云
う
。

宿
縁
あ
る
が
故
に
）
。
二
に
は
法
徳
に
約
す
（
機
は
こ
れ
悪
と
い
え
ど
も
法
体
は
善
な
る

が
故
に
）
。

こ
こ
に
ま
た
二
あ
り
。
一
に
は
顕
に
約
す
（
多
善
の
名
号
を
受
く
が
故
に
）
。
二
は
隠

に
約
す
（
不
可
思
議
の
功
徳
海
を
得
る
が
故
に
）
。

「
聞
説
」
等
と
は
、
「
説
」
に
二
途
あ
り
。
「
聞
」
は
ま
た
准
知
す
。
一
に
は
顕
に
約
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す
。
謂
く
か
く
の
ご
と
き
名
号
多
善
根
多
福
徳
因
縁
を
説
く
。
ま
た
従
い
て
か
く
の
ご
と

き
説
を
聞
く
な
り
。
二
に
は
隠
に
約
す
。
謂
く
光
寿
無
量
を
説
く
が
故
に
阿
弥
陀
と
名
く
。

こ
れ
す
な
わ
ち
不
可
思
議
功
徳
の
利
。
ま
た
従
い
て
か
く
の
ご
と
き
の
説
を
聞
く
な
り
。

「
執
持
名
号
」
と
は
、
上
は
信
体
を
約
し
、
下
は
信
相
を
約
す
（
帚
録
の
釈
好
し
）
。

ま
た
二
途
あ
り
。
顕
は
す
な
わ
ち
二
十
願
成
相
な
り
。
化
土
本
（
二
十
六
紙
）
に
狐
山
を

引
き
て
云
く
、

執
は
い
は
く
執
受
な
り
、
持
は
い
は
く
住
持
な
り
。
信
力
の
ゆ
ゑ
に
執
受
心
に
あ
り
、

念
力
の
ゆ
ゑ
に
住
持
し
て
忘
れ
ず
。

（
註
釈
版
四
〇
六
）

こ
れ
な
り
。
隠
は
す
な
わ
ち
十
七
願
成
相
な
り
。
化
土
本
（
十
九
紙
）
に
云
く
、

「
執
」
の
言
は
心
堅
牢
に
し
て
移
転
せ
ざ
る
こ
と
を
彰
す
な
り
。
「
持
」
の
言
は
不

散
不
失
に
名
づ
く
る
な
り
。

（
註
釈
版
三
九
八
）

等
と
。
こ
れ
信
行
不
離
の
深
義
を
釈
す
。
今
は
不
離
の
中
の
大
行
の
辺
を
取
る
者
な
り
。

[
499b

]

二
に
時
日
に
約
す
。

若
一
日
止

若
七
日

も
し
は
一
日
、
も
し
は
二
日
、
も
し
は
三
日
、
も
し
は
四
日
、
も
し
は
五
日
、
も
し
は
六

日
、
も
し
は
七
日
、

「
一
日
」
乃
至
「
七
日
」
と
は
、
綽
師
は
別
時
の
称
念
と
な
す
。
宗
家
は
長
時
・
別
時

に
通
ず
。
吉
水
ま
た
し
か
な
り
。
顕
は
す
な
わ
ち
策
励
の
義
、
い
わ
ゆ
る
急
走
急
作
、
頭

然
を
灸
う
が
ご
と
し
は
こ
れ
な
り
。
隠
は
す
な
わ
ち
報
恩
大
行
。
上
尽
一
形
と
は
こ
れ
な

り
。

三
に
信
体
を
明
か
す

一
心
不
乱

心
を
一
に
し
て
乱
ら
ず
は
、
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「
一
心
」
等
と
は
、
帚
録
（
※
阿
弥
陀
経
弊
帚
録
か
）
に
云
く
、

「
一
心
は
起
行
・
安
心
の
二
意
あ
り
」
と
。
黒
谷
（
私
記
五
紙
右
）
に
曰
く
、
「
一

心
不
乱
と
は
、
念
仏
の
時
に
心
散
乱
せ
ず
、
至
誠
の
信
心
に
て
、
専
ら
仏
名
を
念
ず
」

と
。
こ
れ
起
行
の
一
心
を
明
か
す
。
『
礼
讃
』
に
言
く
、
「
乃
至
七
日
な
る
べ
し
。

一
心
に
仏
を
称
し
て
乱
れ
ざ
れ
ば
」
と
、
ま
た
同
じ
。
ま
た
黒
谷
（
要
義
問
答
）
に

大
本
の
三
信
、
観
経
の
三
心
を
も
っ
て
、
こ
の
一
心
と
な
す
。
こ
れ
安
心
に
約
す
る

な
り
。

高
祖
（
化
土
巻
）
ま
た
「
自
利
の
一
心
を
励
ま
し
て
」
と
言
う
は
、
安
心
に
約
し

て
起
行
を
明
か
す
。
「
励
」
の
言
は
起
行
を
示
す
が
故
に
。
こ
れ
顕
の
義
に
約
す
。

け
だ
し
按
ず
る
に
自
力
の
念
仏
と
は
、
安
心
ま
た
起
行
に
属
す
（
与
中
輩
菩
提
心
通

二
義
者
一
般
）
。
心
は
修
習
徳
本
の
心
に
住
む
が
故
に
。
他
力
の
念
仏
と
は
、
起
行

ま
た
安
心
に
属
す
る
べ
し
。
す
な
わ
ち
信
所
具
の
行
な
る
が
故
に
。
故
に
今
家
（
改

邪
鈔
）
は
起
行
作
業
を
明
か
し
て
方
便
と
な
す
。
唯
々
安
心
を
正
因
と
な
す
。
し
か

し
て
こ
の
名
を
廃
捨
す
る
に
あ
ら
ず
。
い
ま
し
報
謝
大
行
の
名
と
な
す
な
り
。
故
に

彰
の
義
た
だ
安
心
と
な
す
。
（
已
上
）

こ
の
釈
允
当
な
り
。
知
る
べ
し
、
こ
の
一
心
の
顕
は
す
な
わ
ち
自
利
の
一
心[

500a
]

の
隠
、
す
な
わ
ち
利
他
の
一
心
。
上
に
准
じ
て
知
る
べ
し
。
化
土
本
（
十
五
紙
）
に
云
く
、

『
大
経
』
に
は
「
信
楽
」
と
の
た
ま
へ
り
、
如
来
の
誓
願
、
疑
蓋
雑
は
る
こ
と
な
き

が
ゆ
ゑ
に
信
と
の
た
ま
へ
る
な
り
。
『
観
経
』
に
は
「
深
信
（
※
心
）
」
と
説
け
り
、

諸
機
の
浅
信
に
対
せ
る
が
ゆ
ゑ
に
深
と
の
た
ま
へ
る
な
り
。
『
小
本
』
に
は
「
一
心
」

と
の
た
ま
へ
り
、
二
行
雑
は
る
こ
と
な
き
が
ゆ
ゑ
に
一
と
の
た
ま
へ
る
な
り
。

（
註
釈
版
三
九
三
）

等
と
。
ま
た
略
書
に
云
く
、

執
持
は
す
な
は
ち
一
心
な
り
、
一
心
は
す
な
は
ち
信
心
な
り
。
（
註
釈
版
四
九
五
）

等
と
。
隠
意
に
約
す
る
も
の
な
り
。
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「
不
乱
」
と
は
、
顕
は
す
な
わ
ち
勧
の
相
を
策
励
す
。
隠
は
す
な
わ
ち
他
の
雑
縁
な
し
。

帚
録
は
合
離
釈
を
甚
好
と
な
す
（
合
は
す
な
わ
ち
仏
智
金
剛
心
。
初
後
不
二
。
離
は
す
な

わ
ち
一
心
こ
れ
体
。
上
に
説
く
所
の
ご
と
き
は
不
乱
こ
れ
相
。
内
に
在
り
て
乱
れ
ず
、
よ

く
行
者
を
し
て
相
続
不
断
せ
し
む
る
こ
れ
用
な
り
）

四
に
益
相
を
示
す

其
人
臨
止

極
楽
国
土

そ
の
人
命
終
の
時
に
臨
み
て
、
阿
弥
陀
仏
も
ろ
も
ろ
の
聖
衆
と
現
じ
て
、
そ
の
前
に
ま
し

ま
さ
ん
。
こ
の
人
終
時
に
心
顛
倒
せ
ず
し
て
、
す
な
は
ち
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
国
土
に
往
生

す
る
こ
と
を
得
」
と
。

「
そ
の
人
」
と
は
、
顕
は
す
な
わ
ち
不
定
聚
の
機
。
隠
は
す
な
わ
ち
正
定
聚
の
機
。

「
臨
命
」
等
と
は
、
顕
は
す
な
わ
ち
正
修
、
隠
は
す
な
わ
ち
臨
平
。
い
か
ん
が
平
に
通

ず
。
信
受
本
願
前
念
命
終
、
即
得
往
生
後
念
即
生
な
る
が
故
に
。

「
阿
弥
陀
」
等
と
は
、
来
迎
の
相
な
り
。

問
う
。
来
迎
の
仏
は
、
真
と
な
す
や
化
と
な
す
や
。

答
う
。
機
の
所
見
を
顕
せ
ば
化
と
な
す
。
機
の
所
見
を
隠
せ
ば
真
と
な
す
。
来
に
し
て

不
来
、
不
来
に
し
て
来
。
仏
に
真
化
な
し
。
真
化
は
機
に
在
る
も
の
な
り
。

原
そ
の
三
機
は
み
な
来
迎
あ
り
。
た
だ
機
の
期
と
不
期
と
を
異
と
な
す
の
み
。
し
か
れ

ば
期
の
意
に
二
あ
り
。
一
に
は
業
の
成
不
を
恐
れ
る
が
故
に
。
二
に
は
死
の
障
縁
を
怖
れ

る
が
故
に
。
迎
に
ま
た
二
意
あ
り
。
一
に
品
業
優
降
な
る
が
故
に
。
二
に
生
死
の
難
を
守

る
が
故
に
。
弘
願
の
行
人
、
四
義
す
べ
て
な
し
。
一
に
平
生
業
成
な
る
が
故
に
。
二
に
死

縁
を
簡
ば
ざ
る
が
故
に
。
三
に
同
一
念
仏
な
る
が
故
に
。
四
に
光
明
常
護
な
る
が
故
に
。

し
か
し
て
来
迎
あ
る
は
自
然
の
妙
益
な
り
。

も
し
し
か
れ
ば
来
迎
の
益
は
専
ら
諸[

500b
]

行
に
属
す
る
は
い
か
ん
。

答
う
、
十
九
願
の
機
法
と
も
に
こ
れ
定
散
。
故
に
上
の
四
義
あ
り
。
二
十
願
の
ご
と
き

は
、
法
す
で
に
定
散
を
離
る
も
、
機
な
お
封
執
を
存
し
、
ま
た
四
義
あ
り
。
故
に
諸
行
の

類
な
り
。
旨
を
得
て
こ
れ
に
頷
く
。

「
与
諸
」
等
と
は
、
事
讃
に
云
々
。
次
下
の
釈
の
ご
と
し
。

「
現
在
」
等
と
は
、
次
上
の
釈
の
ご
と
し
。

「
心
不
」
等
と
は
、
顕
す
な
わ
ち
心
相
、
隠
す
な
わ
ち
心
体
。
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「
即
得
」
等
と
は
隠
顕
臨
平
あ
り
。
上
に
准
じ
て
こ
れ
を
解
す
。

二
に
事
讃
に
三
。
初
に
廃
立
を
的
明
す
。
二
に
時
の
長
短
を
明
か
す
。
三
に
利
益
相

を
明
か
す
。
今
は
初
。

善
導
釈
此
止

専
復
専

善
導
こ
の
文
を
釈
し
て
い
は
く
（
法
事
讃
・
下
）
、

「
極
楽
無
為
涅
槃
の
界
に
は
、
縁
に
随
ふ
雑
善
は
お
そ
ら
く
は
生
じ
が
た
し
。
ゆ
ゑ
に
如

来
（
釈
尊
）
、
要
法
を
選
び
て
、
教
へ
て
弥
陀
を
念
ぜ
し
む
る
こ
と
専
に
し
て
ま
た
専
な

ら
し
む
。

「
極
楽
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
但
受
諸
楽
な
る
が
故
に
極
楽
と
名
く
。

「
無
為
」
と
は
す
な
わ
ち
自
然
の
義
。
浄
土
の
因
果
、
依
正
主
伴
、
一
切
自
然
な
る
が

故
に
。

「
涅
槃
界
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
光
寿
無
量
な
る
が
故
に
阿
弥
陀
と
名
く
。
こ
の
妙
果
を

名
け
て
無
上
涅
槃
と
な
す
。
あ
に
止
ま
ん
仏
（
※
豈
止
仏
：
仏
ど
こ
ろ
か
）
、
聖
衆
ま
た
し

か
り
。
経
に
「
及
び
そ
の
人
民
」
と
云
う
が
故
に
。
あ
に
止
ま
ん
正
報
、
依
報
ま
た
し
か

り
。
讃
に
「
涅
槃
荘
厳
処
々
満
」
と
云
う
が
故
に
。

「
随
縁
」
等
と
は
、
正
し
く
次
上
の
「
不
可
以
少
善
根
」
等
の
文
意
を
括
る
。
法
要
二

（
五
十
二
紙
）
の
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
云
々
（
「
随
縁
雑
善
恐
難
生
」
と
い
ふ
は
、
「
随

縁
」
は
衆
生
の
お
の
お
の
の
縁
に
し
た
が
ひ
て
、
お
の
お
の
の
こ
こ
ろ
に
ま
か
せ
て
、
も

ろ
も
ろ
の
善
を
修
す
る
を
極
楽
に
回
向
す
る
な
り
。
す
な
は
ち
八
万
四
千
の
法
門
な
り
。

こ
れ
は
み
な
自
力
の
善
根
な
る
ゆ
ゑ
に
、
実
報
土
に
は
生
れ
ず
と
き
ら
は
る
る
ゆ
ゑ
に
「
恐

難
（
※
恐
難
生
）
」
と
い
へ
り
）
。

西
鎮
両
家
、
水
火
相
激
に
し
て
各
お
の
異
あ
り
。
二
機
同
生
は
、
本
願
の
功
を
没
す
（
こ

れ
鎮
西
の
失
）
、
一
機
唯
生
は
、
二
願
徒
設
（
こ
れ
西
山
の
失
）
。
故
に
今
家
の
意
に
謂

く
、
因
に
二
力
あ
り
、
果
に
二
土
あ
り
。
願
願
に[

501a
]

功
あ
り
。
本
願
最
勝
な
り
。

旨
を
得
て
こ
れ
に
頷
く
。
左
右
塞
な
し
。

「
故
便
」
等
と
は
、
「
専
復
専
」
に
二
義
あ
り
。
一
に
正
行
正
業
。
こ
の
義
は
隠
顕
に

通
ず
。
顕
は
す
な
わ
ち
真
門
、
な
お
定
専
散
専
の
ご
と
し
。
定
散
の
雑
心
等
を
失
す
る
が

故
に
。
隠
は
す
な
わ
ち
弘
願
の
意
。
次
下
に
云
々
（
「
教
念
弥
陀
専
復
専
」
と
い
ふ
は
、

「
教
」
は
を
し
ふ
と
い
ふ
、
の
り
と
い
ふ
、
釈
尊
の
教
勅
な
り
。
（
乃
至
）
「
専
復
専
」
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と
い
ふ
は
、
は
じ
め
の
「
専
」
は
一
行
を
修
す
べ
し
と
な
り
。
「
復
」
は
ま
た
と
い
ふ
、

か
さ
ぬ
と
い
ふ
。
し
か
れ
ば
、
ま
た
「
専
」
と
い
ふ
は
一
心
な
れ
と
な
り
、
一
行
一
心
を

も
つ
ぱ
ら
な
れ
と
な
り
等
（
註
釈
版
七
一
一

）
）
は
全
く
こ
の
旨
な
り
。
ま
た
法
要
九
（
三

十
七
丁
）
の
『
安
心
決
定
鈔
』
に
云
々
（
専
の
字
、
二
重
な
り
。
ま
づ
雑
行
を
す
て
て
正

行
を
と
る
、
こ
れ
一
重
の
専
な
り
。
そ
の
う
へ
に
助
業
を
さ
し
お
き
て
正
定
業
に
な
り
か

へ
る
、
ま
た
一
重
の
専
な
り
等
）
は
今
の
前
義
と
合
す
。
ま
た
次
下
に
云
々
（
ま
た
は
じ

め
の
専
は
一
行
な
り
、
の
ち
の
専
は
一
心
な
り
、
一
行
一
心
な
る
を
「
専
復
専
」
と
い
ふ

な
り
（
註
釈
版
一
四
〇
四
）
）
は
今
の
後
義
と
合
す
。
隠
顕
の
宗
趣
、
こ
こ
に
お
い
て
か

分
つ
。二

に
時
の
長
短
を
明
か
す

七
日
七
夜
止

倍
皆
然

（
七
日
七
夜
、
心
無
間
な
れ
。
長
時
に
行
を
起
す
も
ま
す
ま
す
み
な
し
か
な
り
。
）

「
七
日
」
等
と
は
、
こ
れ
別
時
方
法
に
約
す
。

「
心
無
間
」
と
は
す
な
わ
ち
無
間
修
な
り
。

「
長
時
」
等
と
は
、
こ
れ
長
時
に
約
す
。
ま
た
長
時
修
は
上
の
「
専
復
専
」
に
通
ず
。

す
な
わ
ち
無
余
な
り
。
恭
敬
は
易
行
品
の
い
わ
ゆ
る
「
恭
敬
心
執
持
」
（
真
聖
全
一
・
二

五
四
）
は
こ
れ
な
り
。
自
力
を
恃
む
人
、
何
ぞ
専
専

を
得
ん
。
そ
の
専
専
せ
ざ
る
は
す
な

わ
ち
本
願
を
軽
慢
す
る
者
な
り
。
こ
れ
故
に
専
専
と
は
無
余
に
し
て
成
す
。
真
の
恭
敬
な
り
。

隠
顕
の
二
意
、
准
じ
て
釈
し
知
る
事
と
す
。

三
に
利
益
相
を
明
か
す
に
二
。
初
に
臨
終
、
二
に
生
後
。
今
は
初
。

臨
終
聖
衆
止

坐
金
蓮

（
終
り
に
臨
み
て
聖
衆
、
華
を
持
ち
て
現
じ
た
ま
ふ
。
身
心
踊
躍
し
て
金
蓮
に
坐
す
。
）

「
持
華
」
等
と
は
、
上
上
品
の
相
に
寄
説
す
る[

501b
]

な
り
。

二
に
生
後
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坐
時
即
得
止

入
三
賢

（
坐
す
る
時
に
す
な
は
ち
無
生
忍
を
得
。
一
念
に
迎
へ
将
て
仏
前
に
至
る
。
法
侶
衣
を
も

つ
て
競
ひ
来
り
て
着
す
。
不
退
を
証
得
し
て
三
賢
に
入
る
」
と
。
）

「
無
生
忍
」
と
は
、
ま
た
上
上
品
の
相
に
寄
説
す
る
な
り
。
通
途
・
不
共
の
隠
顕
を
知

る
べ
し
。

「
法
侶
」
等
と
は
、
初
生
入
会
の
相
。
ひ
ろ
く
舟
讃
の
ご
と
し
。
け
だ
し
定
中
の
所
見

な
り
。

「
不
退
三
賢
」
の
通
途
不
共
、
隠
顕
知
る
べ
し
。

三
に
私
釈
に
三
。
初
に
経
釈
の
義
を
合
す
。
三
（
※
二
）

に
多
少
の
義
を
釈
す
。
三

に
兼
ね
て
余
意
を
示
す
。
今
は
初
。

私
云
不
可
止

恐
難
生

（

わ
た
く
し
に
い
は
く
、
「
少
善
根
福
徳
の
因
縁
を
も
つ
て
、
か
の
国
に
生
ず
る
こ
と

を
得
べ
か
ら
ず
」
と
い
ふ
は
、
諸
余
の
雑
行
は
か
の
国
に
生
じ
が
た
し
。
ゆ
ゑ
に
「
随
縁

雑
善
恐
難
生
」
と
い
ふ
。
）

上
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

二
に
多
少
の
義
を
釈
す
に
二
。
初
に
多
少
の
合
釈
、
二
に
別
し
て
多
善
を
解
す
。
今

は
初
。

少
善
根
者
止

多
善
根
也

（
少
善
根
と
は
多
善
根
に
対
す
る
言
な
り
。
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
雑
善
は
こ
れ
少
善
根
な

り
、
念
仏
は
こ
れ
多
善
根
な
り
。
）

い
わ
ゆ
る
多
少
対
な
り
。

二
に
別
し
て
多
善
を
解
す
。

故
龍
舒
浄
土
止

二
十
一
字
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（
ゆ
ゑ
に
龍
舒
の
『
浄
土
文
』
に
い
は
く
、
「
襄
陽
の
石
に
『
阿
弥
陀
経
』
を
刻
れ
り
。

す
な
は
ち
隋
の
陳
仁
稜
が
書
け
る
と
こ
ろ
の
字
画
、
清
婉
に
し
て
人
多
く
慕
ひ
玩
ぶ
。〈
一

心
不
乱
〉
よ
り
下
に
、
〈
専
持
名
号
以
称
名
故
諸
罪
消
滅
即
是
多
善
根
福
徳
因
縁
〉
と
い

ふ
。
今
世
の
伝
本
に
こ
の
二
十
一
字
を
脱
せ
り
」
と
。
｛
以
上
｝
）

「
龍
舒
」
等
と
は
、
龍
舒
は
処
名
。
姓
は
王
、
名
は
日
休
。
字
は
処
中
。
伝
は
『
蓮
宗

宝
鑑
』
四
、
『
仏
祖
統
紀
』
二
十
九
、
『
雲
棲
往
生
集
』
等
に
出
づ
。
統
紀
二
十
九
に
云

く
、

王
日
休
は
龍
舒
の
人
。
国
学
の
進
士
と
な
り
て
、
。
六
経
訓
伝
数
十
言
（
※
萬
言
）

を

著
す
。
一
旦
こ
れ
を
捐
て
て
曰
く
。
「
こ
れ
み
な
業
習
、
究
竟
法
に
あ
ら
ず
。
吾

そ
の
西
方
の
師
（
※
歸
）

の
た
め
に
、
す
な
わ
ち
布
衣
蔬
食
す
」
と
。
惟
仏
是
念
す

る
こ
と
、
日
課
千[

502a
]

拜
し
、
夜
分
い
ま
し
寝
ん
。
嘗
み
に
浄
土
文
十
巻
と
な

す
。

（
大
正
四
九
・
二
八
四
上
）

等
と
。
今
の
所
引
は
第
一
巻
に
出
づ
。

「
襄
陽
」
等
と
は
霊
芝
（
※
元
照
）

ま
た
石
本
を
引
き
て
証
と
な
す
。
上
に
已
に
引
く

が
ご
と
し
。
し
か
る
に
義
疏
（
※
阿
弥
陀
経
義
疏
）

に
云
く
、
「
梁
の
陳
人
の
書
」
（
大
正

蔵
三
七
・
三
六
一
下
）
と
。
今
云
く
「
隋
唐
の
仁
稜
」
と
。
ま
た
『
萬
姓
統
譜
』
十
八
（
九

紙
）
に
云
く
、

「
隋
唐
の
仁
稜
、
字
は
書
威
、
少
驍
勇
。
大
業
中
（
庚
午
六
年
）
琉
球
国
を
撃
ち
、

そ
の
小
王
を
斬
る
。
観
（
※
歓
）

斯
老
摸
（
※
？
）
。

（https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2575737?tocO
pened=

1

）

『
聞
持
記
』
に
云
く
、

梁
陳
は
い
ま
し
南
朝
両
国
の
名
。
朝
散
郎
の
陳
仁
稜
の
書
碑
、
襄
陽
の
龍
興
寺
本
朝
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殿
に
あ
り
。
撰
は
李
公
、
諱
は
友
聞
、
字
は
季
益
。
嘗
て
彼
に
守
官
し
、
こ
の
経
を

持
す
。
銭
唐
に
帰
し
、
疏
主
こ
れ
を
得
て
喜
び
自
勝
せ
ず
。
遂
に
ま
た
石
を
刊
行
し

霊
芝
大
殿
の
後
に
立
つ
。
続
い
て
兵
火
に
よ
っ
て
焚
毀
し
悲
失
す
。
逆
に
梁
陳
を
推

し
晋
を
去
り
て
い
ま
だ
遠
か
ら
ず
。
験
に
真
を
得
る
べ
し
。
今
本
す
で
に
六
百
余
歳

を
経
る
。
中
間
の
伝
写
、
訛
脱
知
る
べ
し
（
近
く
石
経
を
筑
の
宗
像
に
お
い
て
得
て

刊
行
す
る
者
あ
り
。
具
さ
に
か
の
序
の
ご
と
し
。
」

「
龍
舒
霊
芝
お
よ
び
戒
度
」
等
は
、
み
な
石
経
に
依
る
。
吉
水
こ
れ
を
引
く
。
宗
祖
ま

た
然
る
な
り
。
謂
う
べ
し
、
千
載
一
希
な
る
奇
の
事
。
然
る
に
雲
棲
こ
れ
を
議
し
て
云
く
、

「
一
心
不
乱
」
の
下
、
あ
る
本
に
「
専
持
名
号
」
二
十
一
字
を
加
う
。
今
用
い
ざ
る
所
、

文
義
の
不
安
を
も
っ
て
の
故
に
。
な
お
古
本
に
依
り
て
加
え
ず
。
し
か
る
に
す
な
わ
ち
こ

れ
多
善
根
の
意
を
も
っ
て
言
外
に
補
入
し
、
こ
こ
に
充
当
せ
ん
と
す
。
「
文
義
不
安
」
と

は
、
上
文
す
で
に
「
執
持
名
号
」
の
四
字
あ
り
て
、
更
に
専
持
名
号
の
一
句
を
著
す
べ
か

ら
ず
。
上
下
重
複
し
、
文
義
を
成
ぜ
ず
。
旧
伝
の
こ
の
二
十
一
字
、
こ
れ
襄
陽
の
石
刻
。

ま
さ
に
知
る
べ
し
、
こ
れ
前
人
解
経
の
語
。
襄
本
訛
は
正
本
を
入
れ
る
。
混
書
は
別
せ
ず

の
み
。
文
義
を
善
と
す
る
は
ま
さ
に
自
ら
見
得
す
べ
し
。[

502b
]

こ
の
義
あ
り
と
い
え

ど
も
、
わ
れ
従
う
こ
と
あ
た
わ
ず
。
従
上
諸
師
は
伝
承
せ
ら
る
る
故
に
。
し
ば
ら
く
化
巻

の
所
引
に
依
る
。
上
は
執
持
名
号
の
四
字
な
し
。
何
ぞ
重
複
こ
れ
あ
ら
ん
（
宗
像
の
伝
う

る
所
の
石
本
の
余
に
貯
え
る
所
な
り
。
こ
れ
に
先
ん
じ
て
電
覧
は
意
を
こ
こ
に
置
か
ず
。

今
講
は
具
せ
ざ
る
故
に
対
撿
に
及
ば
ず
。
他
日
の
対
撿
、
す
な
わ
ち
必
ず
燎
然
か
）
。
余

文
解
す
べ
し
。

三
に
兼
ね
て
余
意
を
示
す
に
三
。
初
に
大
小
の
義
、
二
に
勝
劣
の
義
、
三
に
結
。
今

は
初
。

非
啻
有
多
止

大
善
根
也

（
た
だ
多
少
の
義
あ
る
の
み
に
あ
ら
ず
。
ま
た
大
小
の
義
あ
り
。
い
は
く
雑
善
は
こ
れ
小

善
根
な
り
、
念
仏
は
こ
れ
大
善
根
な
り
。
）

い
わ
ゆ
る
大
小
対
な
り
。

二
に
勝
劣
の
義
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亦
有
勝
劣
止

勝
善
根
也

（
ま
た
勝
劣
の
義
あ
り
。
い
は
く
雑
善
は
こ
れ
劣
の
善
根
な
り
、
念
仏
は
こ
れ
勝
の
善
根

な
り
。
）

い
わ
ゆ
る
大
小
対
な
り
。

三
に
結

其
義
応
知

（
そ
の
義
知
る
べ
し
。
）

大
論
三
に
云
く
、

梵
に
摩
訶
と
云
う
。
秦
に
大
と
言
う
。
あ
る
い
は
多
、
あ
る
い
は
勝
。

（
大
正
二
五
・
七
九
中
）

今
ま
た
准
じ
て
解
す
。
称
讃
経
に
云
く
、

我
れ
今
無
量
寿
仏
の
不
可
思
議
な
る
仏
土
の
功
徳
を
称
揚
し
讃
歎
す
る
が
ご
と
く

（
浄
真
全
一
・
三
九
二
）

無
量
故
に
多
、
無
辺
故
に
大
、
不
可
思
議
な
る
仏
土
功
徳
故
に
勝
な
り
。

問
う
。
文
に
仏
土
と
云
う
は
何
ぞ
牽
合
す
る
や
。

答
う
。
依
正
不
二
。
首
題
を
も
っ
て
例
と
な
す
べ
き
の
み
。

【
科
段
⑧
（
随
文
釈
）
】

十
三
に
多
善
章

標
章

引
文

小
経

諸
行
を
廃
す
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念
仏
を
立
す

行
相
を
示
す

時
日
を
明
か
す

信
体
を
明
か
す

益
相
を
示
す

事
讃

廃
立
を
的
明
す

時
の
長
短
を
明
か
す

利
益
相
を
明
か
す

臨
終

生
後

私
釈

経
の
釈
義
を
合
す

多
少
の
義
を
釈
す

多
少
の
合
釈

別
し
て
多
善
を
解
す

兼
ね
て
余
意
を
示
す
。

大
小
の
義

勝
劣
の
義

結

十
四
に
証
誠
章

六
方
恒
沙
止

念
仏
之
文

（
【14

】

六
方
恒
沙
の
諸
仏
余
行
を
証
誠
せ
ず
、
た
だ
念
仏
を
証
誠
し
た
ま
ふ
文
。
）

今
章
の
来
意
、
上
に
准
じ
て
二
義
。
も
し
文
に
約
す
れ
ば
、
小
本
四
文
中
の
第
二
な
り
。

も
し
義
に
約
す
れ
ば
、
利
益
七
文
中
の
第
五
な
り
。
証
不
証
対
を
も
っ
て
助
顕
す
る
の
み
。

「
証
誠
章
」
と
は
、
あ
る
い
は
（
決
疑
）
「
六
方
諸
仏
唯[

503a
]

証
誠
念
仏
篇
」
と
云

い
、
あ
る
い
は
（
大
綱
）
「
証
誠
念
仏
篇
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
鵜
木
）
「
念
仏
証
誠
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章
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
要
解
）
「
証
誠
念
仏
章
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
聞
香
）
「
諸

仏
証
誠
章
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
私
集
）
「
証
誠
章
」
と
云
う
。
今
ま
た
略
に
従
う
。

「
証
」
と
は
『
字
彙
』
に
は
「
験
な
り
」
。
「
誠
」
と
は
、
「
無
為
な
り
。
信
な
り
」
と
。

謂
く
、
証
験
し
て
も
っ
て
信
ず
べ
き
を
挙
ぐ
る
な
り
。
行
巻
（
二
十
三
右
）
に
、

ま
た
『
弥
陀
経
』
に
い
ふ
が
ご
と
し
。
〈
も
し
衆
生
あ
り
て
、
阿
弥
陀
仏
を
説
く
を

聞
き
て
、
（
乃
至
）
ま
さ
に
願
を
発
し
、
か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
べ
し
〉
と
。
次

下
に
説
き
て
い
は
く
、
〈
東
方
の
如
恒
河
沙
等
の
諸
仏
、
南
西
北
方
お
よ
び
上
下
一

々
の
方
に
恒
河
沙
等
の
諸
仏
の
ご
と
き
、
お
の
お
の
本
国
に
し
て
そ
の
舌
相
を
出
し

て
、
あ
ま
ね
く
三
千
大
千
世
界
に
覆
ひ
て
誠
実
の
言
を
説
き
た
ま
は
く
、
《
な
ん
だ

ち
衆
生
、
み
な
こ
の
一
切
諸
仏
の
護
念
し
た
ま
ふ
と
こ
ろ
の
経
を
信
ず
べ
し
》
と
。

（
註
釈
版
一
六
七
）

等
と
。
ま
た
化
土
本
（
二
十
三
紙
右
）
に
云
く
、

「
ま
た
決
定
し
て
、
『
弥
陀
経
』
の
な
か
に
、
十
方
恒
沙
の
諸
仏
、
一
切
凡
夫
を
証

勧
し
て
決
定
し
て
生
ず
る
こ
と
を
得
と
深
信
せ
よ
と
。

（
註
釈
版
四
〇
二
）

等
と
。
ま
た
（
二
十
三
紙
左
）
云
く
、

次
下
の
文
に
い
は
く
、
十
方
に
お
の
お
の
恒
河
沙
等
の
諸
仏
ま
し
ま
し
て
、
同
じ
く

釈
迦
を
讃
め
た
ま
は
く
、

（
註
釈
版
四
〇
二
）

等
と
。
ま
た
（
二
十
四
紙
右
）
云
く
、

ま
た
十
方
仏
等
、
衆
生
の
釈
迦
一
仏
の
所
説
を
信
ぜ
ざ
ら
ん
こ
と
を
お
そ
れ
て
、
す

な
は
ち
と
も
に
同
心
・
同
時
に
お
の
お
の
舌
相
を
出
し
て
、
あ
ま
ね
く
三
千
世
界
に

覆
ひ
て
誠
実
の
を
説
き
た
ま
は
く
、
〈
な
ん
だ
ち
衆
生
、
（
乃
至
）
か
な
ら
ず
疑
な

き
な
り
〉
と
。

（
註
釈
版
四
〇
二
）

問
う
。
証
誠
の
相
は
顕
と
な
す
や
、
隠
と
な
す
や
。

答
う
。
義
は
隠
顕
に
通
ず
。
上
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

問
う
。
禿
鈔
に
云
く
、
「
『
小
経
』
に
、
勧
信
に
二
、
証
誠
に
二
、
護
念
に
二
、
讃
嘆
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に
二
、
難
易
に
二
あ
り
」
（
註
釈
版
五
〇
四
）
等
と
。
い
か
ん
が
思
念
せ
ん
。

答
う
。
こ
れ
は
こ
れ
至
要
な
り
。
試
み
に
大
綱
に
て
解
す
。

「
釈
迦
に
二
」
と
は
、
一
は
自
証
知
見
を
も
っ
て
勧
む
。
文
に
「
我
是
利
」
等
と
云
う

こ
れ
な
り
。
二
に
他
方
の
仏
説
を
引
き
て
勧
む
。
文
に
「
如
我
今[

503b
]

者
讃
歎
阿
弥

陀
仏
」
等
と
云
う
意
こ
れ
な
り
。

「
諸
仏
に
二
」
と
は
、
釈
迦
に
准
解
す
。
地
を
易
え
て
各
お
の
主
な
る
が
故
に
。

こ
れ
は
こ
れ
総
な
り
。
次
下
は
別
と
な
す
。

「
証
誠
に
二
」
と
は
、
「
功
徳
」
は
因
に
約
し
、
「
往
生
」
は
果
に
約
す
。
隠
顕
の
四

重
、
応
の
ご
と
く
知
る
べ
し
。

「
護
念
に
二
」
と
は
、
「
執
持
」
は
行
に
約
し
、
「
発
願
」
は
信
に
約
す
。
別
に
「
釈

迦
」
に
属
し
、
「
諸
仏
」
は
何
。
能
説
の
主
は
行
、
能
証
の
主
は
信
、
こ
れ
を
異
と
な
す

の
み
。
理
実
の
二
は
各
お
の
「
二
は
」
に
通
ず
る
な
り
。

「
讃
歎
に
二
」
と
は
、
文
に
「
如
我
今
者
讃
歎
阿
弥
陀
仏
不
可
思
議
功
徳
」
と
云
う
（
こ

れ
一
）
。
ま
た
「
如
我
今
者
称
讃
諸
仏
不
可
思
議
」
と
云
う
（
こ
れ
二
）
な
り
。

「
諸
仏
讃
歎
に
二
」
と
は
、
経
に
「
東
方
亦
有
」
等
と
云
う
（
こ
れ
三
）
。
ま
た
「
彼

諸
仏
等
亦
称
説
（
一
本
は
讃
と
作
す
）
我
不
可
思
議
功
徳
」
等
と
云
う
こ
れ
な
り
。

「
難
易
に
二
」
と
は
化
土
の
本
（
三
十
紙
左
）
に
依
り
て
云
う
。

大
信
海
（
※
大
信
心
海
）

は
は
な
は
だ
も
つ
て
入
り
が
た
し
、
仏
力
よ
り
発
起
す
る

が
ゆ
ゑ
に
（
易
入
と
言
わ
ず
、
し
か
し
て
叵
入
と
曰
う
。
所
説
は
無
宿
善
の
機
驕
慢

懈
怠
疑
情
閉
塞
な
る
が
故
な
り
。
故
に
「
難
は
疑
情
」
と
云
う
。
謂
く
、
そ
の
も
っ

て
難
き
所
と
は
、
疑
情
を
も
っ
て
閉
塞
す
る
が
故
な
り
。
知
る
べ
し
）
。
真
実
の
楽

邦
は
な
は
だ
も
つ
て
往
き
易
し
、
願
力
に
よ
り
て
す
な
は
ち
生
ず
る
が
ゆ
ゑ
な
り
（
か

の
願
力
に
乗
じ
て
定
め
て
往
生
を
得
る
が
故
に
。
「
易
は
信
心
」
と
云
う
は
謂
く
、

そ
の
謂
う
所
の
易
と
は
、
「
乗
彼
願
力
」
を
も
っ
て
な
り
。
知
る
べ
し
）
。

（
註
釈
版
三
九
八
）

今
こ
の
文
を
も
っ
て
か
の
註
脚
を
備
え
る
。
文
義
明
了
な
り
。
ま
た
信
巻
（
初
）
に
云

く
、

無
上
妙
果
の
成
じ
が
た
き
に
あ
ら
ず
、
真
実
の
信
楽
ま
こ
と
に
獲
る
こ
と
難
し
。

（
註
釈
版
二
一
一
）
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今
謂
く
、
信
心
す
で
に
具
す
。
妙
果
得
や
す
し
。
ま
た
こ
れ
同
義
。
こ
れ
は
こ
の
勧
信

誡
疑
の
功
な
り
。
け
だ
し
証
護
念
の
も
っ
て
起
こ
す
所
な
り
。

「
執
持
に
三
」
と
は
、
三
世
常
恒
の
化
益
無
尽
を
明
か
す
な
り
。
経
に
「
已
発
願
今
発

願
当
発
願
」
と
云
い
、
ま
た
「
已
往
生
今
往
生
当
往
生
」
と
云
う
。
■
益
合
釈
は
謂
う
べ

き
深
解
。
今
意
の
謂
い
。

「
発
願
す
で
に
三
」
と
は
、
執
持
に
ま
た
三
。
し
か
し
て
執
事
（
※
執
持
か
）

は
行
に

約
す
。
発[

504a
]

願
は
信
に
約
す
。
か
く
の
ご
と
き
行
信
は
三
世
諸
仏
の
出
世
の
本
意

な
る
も
の
な
り
。
ま
た
按
ず
る
に
総
序
は
小
本
の
宗
致
を
述
べ
て
云
く
、

円
融
至
徳
の
嘉
号
は
悪
を
転
じ
て
徳
を
成
す
正
智
、
難
信
金
剛
の
信
楽
は
疑
を
除
き

証
を
獲
し
む
る
真
理
な
り
と
。

（
註
釈
版
一
三
一
）

こ
れ
ま
た
至
玄
。
因
は
略
し
て
こ
れ
を
解
せ
ば
、
次
上
の
文
に
、
「
難
思
の
弘
誓
は
（
乃

至
）
慧
日
な
り
」
と
云
う
。
こ
れ
大
経
の
意
。
す
な
わ
ち
光
寿
二
徳
。
寿
は
生
死
を
度
し
、

光
は
無
明
を
滅
す
。
安
楽
自
然
の
妙
果
は
ま
た
こ
れ
十
方
摂
化
の
根
本
。
こ
れ
を
名
号
に

摂
す
。
聞
信
し
て
受
生
す
。
こ
れ
よ
り
し
て
成
ず
。
真
宗
の
教
証
、
具
足
せ
ざ
る
こ
と
な

し
。
語
の
龍
天
を
取
り
て
巧
妙
見
る
べ
し
。

次
の
文
に
、
「
浄
邦
縁
熟
し
て
（
乃
至
）
逆
謗
闡
提
を
恵
ま
ん
と
欲
す
」
と
は
、
こ
れ

観
経
の
意
。
上
は
す
な
わ
ち
法
実
、
下
は
す
な
わ
ち
機
実
。
註
脚
を
労
わ
ず
。
三
経
和
讃

併
会
し
て
解
す
べ
し
。

次
は
す
な
わ
ち
今
文
に
し
て
、
合
説
機
法
、
諸
仏
の
証
誠
、
勧
信
誡
疑
の
旨
を
明
か
す

な
り
。
解
せ
ば
云
く
、
「
円
融
至
徳
」
と
は
、
三
仏
同
じ
く
不
可
思
議
功
徳
に
入
る
が
故

に
。
「
嘉
号
」
と
は
、
正
し
く
こ
れ
大
行
。
「
転
悪
」
と
は
、
「
転
」
と
は
謂
く
転
滅
、
「
悪
」

と
は
い
わ
ゆ
る
五
濁
悪
世
の
悪
な
り
。
「
成
徳
」
と
は
、
「
成
」
は
謂
く
成
就
、
「
徳
」
は

い
わ
ゆ
る
光
寿
無
量
故
に
名
け
て
阿
弥
陀
の
不
可
思
議
功
徳
の
徳
な
り
。
「
正
智
」
と
は
、

仏
智
乃
至
勝
智
所
成
な
る
が
故
に
。
「
難
信
金
剛
」
と
は
、
極
難
信
法
・
金
剛
の
一
心
の

義
な
り
。
「
信
楽
」
と
は
、
正
に
こ
れ
大
信
。
願
文
と
無
二
を
顕
す
故
に
信
楽
と
云
う
。

「
除
疑
」
と
は
、
証
誠
。
「
獲
証
」
と
は
、
皆
得
不
退
転
於
阿
耨
菩
提
。
「
真
理
」
と
は
、

真
如
一
実
の
信
海
を
顕
す
な
り
。

乃
至
次
下
の
結
は
云
く
、
「
専
ら
こ
の
行
に
奉
え
（
す
な
わ
ち
今
は
嘉
号
）
、
た
だ
こ

の
信
を
崇
め
よ
（
す
な
わ
ち
今
は
信
楽
）
」
と
。
ま
た
「
適
得
（
※
遇
獲
）

行
信
」
等
と
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云
い
、
ま
た[

505b
]

結
に
「
慶
所
聞
嘆
所
獲
」
等
と
云
う
。

次
の
如
く
行
信
の
脈
絡
貫
通
す
。
こ
の
中
「
円
融
」
等
と
は
、
今
は
（
※
愚
禿
鈔
の
）

讃
嘆
の
義
。
「
嘉
号
」
と
は
執
持
。
「
転
悪
」
と
は
功
徳
。
「
難
信
」
等
と
は
難
易
。
「
除

疑
」
と
は
勧
信
。
獲
証
と
は
往
生
な
り
。
応
の
ご
と
く
こ
れ
を
思
え
。

二
に
引
文
に
六
。
初
に
観
念
法
門
、
二
に
礼
讃
、
三
に
同
讃
、
四
に
観
経
疏
、
五
に

法
事
讃
、
六
に
五
会
讃
。
初
の
観
念
法
門
に
二
。
初
に
経
の
説
相
に
約
す
。
二
に
宗

家
の
助
成
。
初
の
経
の
説
相
に
約
す
に
三
。
初
に
証
誠
の
相
を
明
か
す
、
二
に
所
証

の
行
を
明
か
す
、
三
に
所
証
の
益
を
明
か
す
。
今
は
初
。

善
導
観
念
止

説
誠
実
言

（

善
導
の
『
観
念
法
門
』
に
い
は
く
、
「
ま
た
『
弥
陀
経
』
に
の
た
ま
ふ
が
ご
と
し
。

〈
六
方
に
お
の
お
の
恒
河
沙
等
の
諸
仏
ま
し
ま
し
て
、
み
な
舌
を
舒
べ
て
あ
ま
ね
く
三
千

世
界
に
覆
ひ
て
、
誠
実
の
言
を
説
き
た
ま
ふ
。
）

五
種
の
増
上
縁
の
中
、
証
生
増
上
縁
の
文
な
り
。
ま
さ
に
こ
の
文
を
釈
す
べ
し
。
略
し

て
二
門
を
作
る
。
一
は
大
意
、
二
は
別
釈
。

初
の
大
意
と
は
、
こ
れ
ま
た
四
と
な
す
。
初
は
証
誠
の
所
以
を
明
か
し
、
二
に
転
引
と

同
時
を
弁
じ
、
三
に
新
旧
の
広
略
を
弁
じ
、
四
に
中
央
の
方
域
を
弁
ず
。

初
の
証
誠
の
所
以
を
明
か
す
と
は
、
ま
た
四
由
あ
り
。
初
に
内
人
の
疑
惑
を
対
治
せ
ん

が
た
め
の
故
に
。
二
に
悲
願
の
成
就
を
述
成
せ
ん
が
た
め
の
故
に
。
三
に
兼
ね
て
聖
道
の

難
証
を
示
さ
ん
が
た
め
の
故
に
。
四
に
浄
土
の
易
行
を
反
顕
せ
ん
が
た
め
の
故
に
（
こ
の

四
、
初
一
は
被
機
、
次
一
は
顕
法
、
後
二
は
約
機
法
並
顕
）
。

初
の
内
人
の
疑
惑
を
対
治
せ
ん
が
た
め
の
故
と
は
、
和
讃
に
云
々
（
十
方
恒
沙
の
諸
仏

は
、
乃
至
証
誠
護
念
せ
し
め
た
り
）
。
も
し
外
法
に
対
せ
ば
、
内
法
信
じ
難
し
。
こ
れ
一

重
と
な
す
。
内
法
中
に
つ
い
て
、
も
し
聖
道
に
対
せ
ば
、
浄
土
信
じ
難
し
。
こ
れ
二
重
と

な
す
。
故
に
極
難
と
云
う
。
今
の
証
誠
の
ご
と
き
は
、
ま
っ
た
く
内
人
と
な
す
。
も
し
外

人
に
対
せ
ば
却
っ
て
幻
術
妖
怪
の
事
と
な
す
。
徒
に
疑
謗
を
増
し
、
何
ぞ[

506a
]

内
人

を
信
受
す
る
こ
と
在
せ
ん
や
。
も
と
諸
仏
の
神
力
、
誠
言
虚
し
か
ら
ざ
る
を
信
ず
。
見
聞

か
く
の
ご
と
し
。
丁
重
希
奇
証
誠
、
あ
に
往
生
の
大
益
を
深
信
せ
ざ
る
か
な
。
和
讃
の
旨

そ
れ
こ
こ
に
あ
る
か
。

二
に
悲
願
の
成
就
を
述
成
せ
ん
が
た
め
の
故
と
は
、
和
讃
（
云
々
）
（
諸
仏
の
護
念
証
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誠
は
、
（
乃
至
）
弥
陀
の
大
恩
報
ず
べ
し
）
。
ま
た
法
要
二
（
三
十
九
左
）
の
文
意
（
云

々
）
（
第
十
七
の
願
に
、
十
方
無
量
の
諸
仏
に
、
わ
が
な
を
ほ
め
ら
れ
と
な
え
ら
れ
ん
と

ち
か
い
た
ま
え
る
一
乗
大
智
海
の
誓
願
を
成
就
し
た
ま
え
る
に
よ
り
て
な
り
と
。
弥
陀
経

の
証
誠
護
念
の
あ
り
さ
ま
に
て
あ
き
ら
か
な
り
等
）
。

已
上
二
証
の
祖
意
見
る
べ
し
。
解
釈
を
労
わ
ず
。

三
に
兼
ね
て
聖
道
の
難
証
を
示
さ
ん
が
た
め
の
故
と
は
、
和
讃
（
云
々
）
（
十
方
恒
沙

の
諸
仏
の
（
乃
至
）
か
な
は
ぬ
ほ
ど
は
し
り
ぬ
べ
し
）
。
極
重
悪
人
は
他
の
方
便
な
し
。

こ
こ
を
も
っ
て
諸
仏
の
大
悲
こ
の
経
を
説
く
に
至
り
て
、
森
然
証
誠
、
も
し
他
方
に
広
と

す
べ
き
こ
と
あ
ら
ば
、
何
為
ぞ
独
り
こ
の
法
に
お
い
て
、
か
く
の
ご
と
く
丁
重
深
切
な
る

や
。
故
に
知
ん
ぬ
、
証
誠
は
兼
ね
て
聖
道
の
難
証
を
示
す
も
の
な
り
。

四
に
浄
土
の
易
行
を
反
顕
せ
ん
が
た
め
の
故
と
は
、
和
讃
（
云
々
）
（
真
実
信
心
う
る

こ
と
は
（
乃
至
）
え
が
た
き
ほ
ど
を
あ
ら
わ
せ
り
）
聖
道
の
法
門
は
信
じ
易
く
行
じ
難
し
。

浄
土
は
こ
れ
反
し
て
行
じ
易
く
信
じ
難
し
。
今
難
信
を
挙
げ
て
も
っ
て
行
の
易
き
を
顕
す

も
の
な
り
（
聖
浄
決
に
云
く
、
聖
道
は
信
は
易
に
し
て
行
は
難
。
浄
土
は
行
は
易
に
し
て

信
は
難
。
学
則
に
云
く
、
讃
難
信
と
は
、
修
し
易
き
を
証
す
る
所
以
な
り
。
こ
れ
ら
の
文

意
、
今
と
吻
合
す
。
こ
れ
を
思
え
）
。

二
に
転
引
と
同
時
を
弁
ず
る
と
は
、
古
に
二
説
あ
り
。
一
に
云
く
、
転
引
（
駕
説
三
の

二
十
二
紙
）
、
一
に
云
く
、
同
時
（
弾
憚
改
二
の
四
十
二
紙
）
。
今
謂
く
、
後
義
を
是
と

な
す
。
大
本
に
云
く
、

そ
の
と
き
阿
難
、
す
な
は
ち
無
量
寿
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
に
、
威
徳
巍
々
と
し
て
、

須
弥
山
王
の
高
く
し
て
、
一
切
の
も
ろ
も
ろ
の
世
界
の
上
に
出
づ
る
が
ご
と
し
。
相

好
〔
よ
り
放
つ
〕
光
明
の
照
曜
せ
ざ
る
こ
と
な
し
。
こ
の
会
の
四
衆
、
一
時
に
こ
と

ご
と
く
見
た
て
ま
つ
る
。

（
註
釈
版
七
五
）

ま
た
『
荘
厳
経
』
下
（
六
紙
）
に
云
く
、

阿
難
、
（
※
省
略
：
す
な
わ
ち
座
よ
り
起
ち
て
合
掌
し
、
西
に
面
し
て
頂
礼
す
る
の
間
に
、

忽
然
と
し
て
）

極
楽
世
界
の
無
量
寿
仏
を
見
る
こ
と
を
得
る
。

（
一
・
二
三
六
）

ま
た
「
十
方
世
界
の
諸
仏
（
※
諸
仏
如
来
）
の
無
量[

505b
]

寿
仏
の
（
※
省
略
：
種
々
の
）

功
徳
を
称
讃
（
※
称
揚
讃
歎
）
し
た
ま
ふ
を
聞
け
り
」
（
一
・
二
三
七
）
と
。
ま
た
云
く
、
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東
方
に
恒
河
沙
種
の
世
界
あ
り
。
諸
仏
如
来
広
長
の
舌
相
を
出
し
、
無
量
の
光
を
放

ち
誠
実
の
言
を
説
き
て
無
量
寿
仏
の
不
可
思
議
の
功
徳
を
称
讃
し
た
ま
ふ
。

（
一
・
二
三
一
）

等
と
。
こ
れ
ら
の
説
に
准
じ
て
、
今
ま
た
冥
然
す
。
も
し
爾
ら
ば
何
ぞ
不
分
明
の
説
と
な

す
。
こ
の
経
を
も
っ
て
経
家
の
語
な
き
が
故
に
。
説
相
は
不
分
明
な
る
の
み
。
し
か
り
と

い
え
ど
も
文
に
「
如
機
今
者
」
と
云
い
、
ま
た
「
亦
有
前
後
」
と
云
う
。
彼
此
を
映
顕
し

て
互
い
に
准
じ
、
義
自
ら
分
明
な
り
。

三
に
新
旧
の
広
略
を
弁
ず
れ
ば
、
新
は
「
十
方
」
と
云
う
。
旧
は
「
六
方
」
と
云
う
（
義

要
下
末
の
三
紙
）
。
云
く
、
「
東
方
は
東
南
を
摂
め
る
。
南
方
は
西
南
を
摂
め
る
。
こ
れ

新
本
の
列
次
に
依
る
。
ま
た
可
。
二
方
分
位
等
」
と
。

問
う
。
何
故
来
証
せ
ず
。

答
う
。
来
た
ら
ず
し
て
還
り
て
勝
る
。
譬
え
ば
郷
祭
来
往
、
国
祭
各
処
の
ご
と
し
（
帚

録
の
意
）
。

四
に
中
央
方
域
を
弁
ず
と
は
、
古
に
二
説
あ
り
（
略
記
の
意
）
。
一
に
云
く
此
土
、
一

に
云
く
極
楽
。
今
謂
く
、
正
し
く
此
土
に
約
す
。
理
宜
し
く
し
か
る
べ
き
が
故
に
。
十
方

世
界
は
所
説
の
処
を
も
っ
て
中
央
と
な
す
な
り
。

ま
た
大
本
に
云
く
、
「
東
方
諸
仏
国
（
乃
至
）
往
覲
無
量
覚
」
等
と
。
も
し
こ
の
文
に

准
ず
れ
ば
、
兼
ね
て
極
楽
に
約
す
。
ま
た
妨
ぐ
べ
か
ら
ず
。
大
意
ほ
ぼ
し
か
り
。

二
に
別
釈
と
は
、
「
六
方
」
と
云
う
は
、
総
摂
こ
れ
を
言
う
。
「
恒
河
沙
」
と
は
、
な

お
こ
れ
近
言
。
雲
棲
に
云
く
、

恒
河
は
西
域
の
無
熱
池
の
側
に
あ
り
。
香
山
の
頂
上
に
無
熱
池
あ
り
。
四
河
を
流
出

す
る
。
恒
河
は
南
に
あ
り
。
広
さ
四
十
里
、
沙
は
水
を
逐
い
流
る
。
至
り
て
微
細
と

な
す
。
仏
は
か
の
河
の
近
づ
き
て
説
法
す
る
が
故
に
。
お
よ
そ
多
を
言
わ
ば
常
に
取

り
て
喩
と
な
す
（
已
上
）
。

広
く
は
域
記
の
慈
恩
伝
等
の
ご
と
し
。

「
舒
舌
」
と
言
う
は
、
す
な
わ
ち
広
長
舌
の
具
相
の
随
一
な
り
。
『
観
仏
三
昧
経
』
第

三
の
ご
と
く
（
四
紙
）
広
く
そ
の
相
を
説
く
。
華
厳
四
十
八[

506a
]

（
六
紙
右
）
及
び

五
十
七
（
十
四
紙
左
）
に
は
十
種
の
舌
を
説
く
。
瓔
珞
経
五
（
二
紙
右
）
に
は
十
四
種
の
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徳
を
説
く
等
。
ま
た
菩
薩
の
舌
相
は
華
厳
二
十
一
に
出
づ
（
十
三
紙
右
）
。
そ
の
因
を
論

ぜ
ば
、
瑜
伽
四
十
九
（
七
紙
已
下
）
等
の
ご
と
し
。
総
じ
て
三
十
二
相
の
行
因
を
説
け
ば
、

舌
相
の
因
と
は
、
大
集
経
六
（
十
四
紙
）
に
云
く
、
「
口
の
四
過
を
護
る
が
故
に
広
長
舌

相
を
得
る
」
と
。
悲
華
経
一
（
二
十
紙
）
・
涅
槃
二
十
九
（
四
紙
右
）
・
無
上
依
経
下
（
四

紙
右
）
・
優
婆
夷
法
門
経
（
九
紙
左
）
・
大
法
炬
経
四
（
七
紙
右
）
等
、
往
々
こ
れ
を
説

く
。「

ま
た
こ
れ
を
出
だ
す
」
と
は
、
大
論
（
第
八
の
二
紙
）
に
婆
羅
門
が
仏
に
白
し
て
言

く
、
「
も
し
人
の
舌
が
鼻
を
覆
え
ば
、
言
い
て
虚
妄
せ
ず
。
何
ぞ
況
ん
や
髪
除
を
や
」
と
。

ま
た
按
報
恩
経
七
（
十
三
紙
）
・
因
果
経
一
（
二
十
三
紙
）
・
大
般
若
経
三
百
八
十
一
（
五

紙
）
宝
女
所
問
経
四
（
三
十
二
相
品
）
勝
天
王
般
若
経
七
（
八
紙
）
・
大
荘
厳
経
三
（
二

十
紙
）
・
坐
禅
三
昧
経
上
（
二
十
四
紙
）
・
仏
本
行
集
経
九
（
三
紙
）
・
優
愍
塞
戒
経
一
（
十

八
紙
）
・
大
毘
婆
沙
一
百
七
十
七
（
二
紙
）
・
賢
劫
経
五
（
三
十
二
相
品
）
・
中
阿
含
十
一

（
四
紙
）
・
長
阿
含
一
（
十
九
）
・
菩
薩
善
戒
経
九
（
八
紙
）
・
智
論
四
（
十
八
）
及
び
八

十
八
（
二
十
二
紙
）
・
十
住
毘
婆
沙
論
八
（
十
九
紙
）
・
文
句
二
十
三
（
二
十
紙
）
。
従
上

の
所
説
、
し
ば
し
ば
開
合
の
釈
あ
り
。
具
さ
に
略
し
て
前
後
の
入
出
、
概
論
す
べ
か
ら
ず
。

こ
れ
を
要
す
れ
ば
大
同
小
異
の
も
の
な
り
。
帚
録
（
下
三
十
七
紙
）
に
ま
た
云
く
、
「
私

は
師
説
（
未
詳
何
人
。
金
津
・
卞
関
師
、
博
聞
を
も
っ
て
名
く
。
あ
に
こ
の
人
か
）
に
依

る
」
と
。
正
し
く
自
証
他
証
、
舒
舌
不
舒
、
一
仏
多
仏
の
別
あ
り
。
釈
迦
は
舒
舌
な
く
し

て
自
証
す
れ
ば
群
経
を
散
在
す
。

今
自
ら
舒
舌
し
自
証
を
明
か
す
は
、
大
論
（
第
八
二
紙
・
第
七
十
九
の
二
十
九
紙
等
）

及
び
仏
説
心
明
経
（
六
紙
右
）
の
ご
と
し
。
説
き
て
女
人
を
度
し
て
婆
羅
門
に
示
す
。

「
舌
は
面
門
を
覆
う
」
と
は
、
一
機
に
趣
く[
506b

]

な
り
。
ま
た
『
悲
華
経
』
一
（
二

十
八
紙
右
）
に
曰
く
、

妄
語
両
舌
悪
口
綺
語
を
遠
離
し
す
。
こ
の
故
に
今
我
こ
の
舌
相
を
得
る
。
善
男
子
、

こ
の
因
縁
を
も
っ
て
の
故
に
、
諸
仏
世
尊
所
説
の
真
実
、
虚
妄
せ
ざ
る
こ
と
な
し
。

（
乃
至
）
広
長
の
舌
相
を
出
し
、
徧
く
面
門
を
覆
う
。
そ
の
舌
根
に
従
い
六
十
億
の

光
明
を
放
つ
。
そ
の
光
微
妙
に
し
て
、
徧
く
三
千
大
千
世
界
を
照
ら
す
。

等
と
。
『
第
一
義
法
輪
経
』
（
十
三
紙
左
）
、
ま
た
『
僊
人
問
疑
経
』
（
十
五
紙
左
）
に
ま

た
言
く
、
「
徧
く
己
面
を
覆
う
な
り
」
と
。
『
宝
雨
経
』
六
（
十
六
紙
）
・
『
勝
天
王
般
若

経
』
第
二
（
二
十
五
紙
）
等
、
「
舌
を
舒
べ
そ
の
大
衆
一
会
を
覆
う
」
と
説
く
。
こ
れ
ら
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の
放
光
、
利
益
広
き
と
雖
も
、
舒
舌
相
狭
し
。
『
法
華
経
』
（
第
六
の
十
八
紙
）
神
力
品

の
ご
と
き
は
、
「
出
舌
相
」
と
説
く
。
「
上
は
梵
天
に
至
る
」
と
は
、
そ
の
相
の
高
き
を

示
す
。
『
大
品
般
若
序
品
不
退
転
法
輪
経
』
三
（
七
紙
右
）
・
『
菩
薩
念
仏
三
昧
経
』
（
七

紙
）
・
『
序
品
済
諸
方
等
覚
経
』
（
二
紙
右
）
・
『
大
乗
方
広
総
持
経
』
（
二
紙
右
）
等
の
説

相
は
、
徧
く
三
千
大
千
世
界
を
覆
う
。
こ
れ
舒
舌
の
至
広
。
ま
た
菩
薩
瓔
珞
五
（
初
）
・

『
十
住
断
結
経
』
十
二
（
十
五
紙
左
）
・
『
菩
薩
処
胎
経
』
第
三
（
十
四
紙
右
）
等
は
、

た
だ
舌
相
の
放
光
を
説
き
、
舒
舌
を
説
か
ず
。
か
く
の
ご
と
く
諸
説
自
由
に
し
て
（
※
原

文
：
自
。
由
レ

是
）
、
こ
れ
釈
迦
自
証
の
義
あ
り
。

次
に
他
仏
の
証
明
を
明
か
せ
ば
、
あ
る
い
は
他
仏
来
現
に
舒
舌
を
須
ゐ
ず
。
『
菩
薩
瓔

珞
経
』
識
略
品
（
第
四
の
十
二
紙
）
・
法
相
品
（
第
十
七
の
七
紙
）
は
「
十
方
の
十
仏
こ

の
土
に
来
現
す
」
と
。
『
金
光
明
経
』
（
第
一
の
九
紙
）
は
「
四
仏
」
、
『
大
集
経
』
（
三
十

一
の
十
二
紙
）
は
「
十
仏
等
こ
こ
に
来
至
す
」
と
説
く
。
故
に
必
ず
応
に
兼
ね
て
証
明
の

意
あ
る
べ
し
。
ま
た
『
如
来
師
子
吼
経
』
（
十
四
紙
左
）
の
ご
と
き
は
、
「
北
方
歓
喜
世

界
法
上
如
来
、
か
し
こ
に
お
い
て
舒
舌
大
千
海
を
覆
い
て
証[

507a
]

明
し
、
も
っ
て
こ

の
土
の
勝
積
菩
薩
を
示
す
」
と
説
く
。
ま
た
『
五
千
五
百
仏
名
経
』
（
第
四
九
紙
右
）
の

説
は
「
如
来
の
舌
相
徧
く
三
千
を
覆
い
て
香
明
す
」
と
。
こ
れ
ら
は
こ
こ
に
来
た
ら
ず
と

い
え
ど
も
、
そ
の
舌
の
舒
ば
す
に
お
い
て
証
の
義
あ
り
。
ま
た
因
願
に
よ
る
が
故
に
、
そ

の
経
を
証
明
せ
ん
が
た
め
に
そ
の
会
に
来
現
す
る
こ
と
あ
り
。『
宝
楼
閣
善
住
陀
羅
尼
経
』

（
序
品
三
紙
已
下
）
の
三
仏
湧
出
、
『
法
華
経
』
宝
浄
世
界
多
宝
如
来
（
第
四
の
十
八
紙
）

の
塔
廟
湧
出
、
こ
れ
ら
舒
舌
な
き
と
い
え
ど
も
来
証
を
要
と
な
す
。
別
願
あ
る
が
故
に
、

諸
仏
を
倶
せ
ず
、
た
だ
こ
れ
一
仏
等
な
り
。
娑
界
の
諸
仏
は
同
心
同
証
に
し
て
、
舒
舌
の

勝
相
を
同
現
す
る
と
は
、
独
り
今
の
経
の
み
。
諸
仏
そ
の
因
願
な
く
、
弥
陀
還
り
て
悲
願

成
就
あ
り
。
こ
の
故
に
高
祖
讃
じ
て
曰
く
、
「
金
剛
心
を
え
ん
ひ
と
は

弥
陀
の
大
恩
報

ず
べ
し
」
（
註
釈
版
五
七
一
）
な
り
と
（
已
上
）
。
善
い
か
な
こ
の
説
。
渉
猟
甚
勤
、
祖

讃
に
結
帰
し
、
用
意
最
深
な
る
が
故
に
、
繁
を
厭
わ
ず
引
く
。
後
人
に
告
ぐ
る
の
み
。

「
徧
覆
」
等
と
は
、
諸
仏
の
自
国
を
覆
う
な
り
。
倶
舎
（
世
品
）
の
頌
に
云
く
、

四
大
州
の
日
月
、
蘇
迷
廬
欲
天
、
梵
世
各
お
の
一
千
、
名
づ
け
て
小
世
界
と
な
す
。

こ
の
小
千
倍
を
説
い
て
名
け
て
中
千
と
な
す
。
こ
の
千
倍
が
大
千
。
み
な
同
一
成
壊

す
。

「
説
誠
」
等
と
は
、
誠
は
謂
く
誠
諦
、
実
は
謂
く
真
実
、
因
位
は
既
に
口
業
の
四
過
を
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離
る
。
果
上
は
ま
た
あ
に
虚
誑
あ
ら
ん
や
。
『
礼
讃
』
の
い
わ
ゆ
る
「
仏
語
に
随
順
す
」

（
七
祖
篇
六
五
九
）
、
正
し
く
こ
の
文
を
指
す
な
り
。

二
に
所
証
の
行
を
明
か
す

若
仏
在
世
止

一
声
等

（
《
も
し
は
仏
（
釈
尊
）
の
在
世
に
も
あ
れ
、
も
し
は
仏
の
滅
後
に
も
あ
れ
、
一
切
の
造

罪
の
凡
夫
、
た
だ
心
を
回
し
て
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
て
、
浄
土
に
生
ぜ
ん
と
願
じ
て
、
上
百

年
を
尽
し
、
下
七
日
・
一
日
、
十
声
・
三
声
・
一
声
等
に
至
る
ま
で
、
）

「
若
仏
」
等
と
は
、
兼
ね
て
在
滅
を
挙
げ
る
。
意
は
正
の
本
願
を
示
す
。
十
方
衆
生
の

意
を
広
げ
る
。

「
回
心
」
と
は
、
定
散
心
を
回
す
る
な
り
。
三
信[

507b
]

の
意
を
釈
す
。

「
上
尽
」
等
と
は
、
兼
ね
て
上
下
を
挙
げ
る
。
意
は
一
声
等
の
言
に
あ
り
。
一
念
を
等

取
も
の
な
り
。
下
に
『
礼
讃
』
の
文
を
引
き
、
乃
至
十
念
の
意
を
広
げ
る
。

三
に
所
讃
の
益
を
明
か
す

命
欲
終
時
止

即
得
往
生

（
命
終
ら
ん
と
欲
す
る
時
、
仏
、
聖
衆
と
み
づ
か
ら
来
り
て
迎
接
し
た
ま
ひ
て
、
す
な
は

ち
往
生
を
得
》
〉
と
。
）

上
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。
即
得
往
生
の
意
を
広
げ
る
。

二
に
宗
家
の
助
成

如
上
六
方
止

自
然
壊
爛

（
上
の
ご
と
き
六
方
等
の
仏
、
舌
を
舒
べ
て
、
さ
だ
め
て
凡
夫
の
た
め
に
証
を
な
し
た
ま

ふ
、
罪
滅
し
て
生
ず
る
こ
と
を
得
と
。
も
し
こ
の
証
に
よ
り
て
生
ず
る
こ
と
を
得
ず
は
、

六
方
諸
仏
の
舒
べ
た
ま
へ
る
舌
、
一
た
び
口
よ
り
出
で
て
以
後
、
つ
ひ
に
口
に
還
り
入
ら

ず
し
て
、
自
然
に
壊
爛
せ
ん
」
と
。
）
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近
切
着
語
。
凡
愚
を
し
て
決
定
信
受
し
て
疑
念
を
断
絶
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
が
故
に
し

か
り
と
云
う
の
み
。

「
壊
」
は
謂
く
破
壊
。

「
爛
」
は
謂
く
焦
爛
。

二
に
礼
讃
に
二
。
初
に
証
誠
の
相
を
明
か
す
。
二
に
所
証
の
法
を
明
か
す
。
今
は
初
。

同
往
生
礼
止

説
誠
実
言

（

同
じ
く
『
往
生
礼
讃
』
に
『
阿
弥
陀
経
』
を
引
き
て
い
は
く
、
「
東
方
の
恒
河
沙
の

ご
と
き
等
の
諸
仏
、
南
西
北
方
お
よ
び
上
下
一
々
の
方
の
恒
河
沙
の
ご
と
き
等
の
諸
仏
、

お
の
お
の
本
国
に
し
て
、
そ
の
舌
相
を
出
し
て
、
あ
ま
ね
く
三
千
大
千
世
界
に
覆
ひ
て
、

誠
実
の
言
を
説
き
た
ま
ふ
。
）

上
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。
後
の
序
文
な
り
。

二
に
所
証
の
法
を
明
か
す
。
初
に
正
明
、
二
に
徴
釈
。
今
は
初
。

汝
等
衆
生
止

所
護
念
経

（
〈
な
ん
ぢ
ら
衆
生
、
み
な
こ
の
一
切
諸
仏
の
所
護
念
経
を
信
ず
べ
し
〉
と
。
）

「
汝
等
」
等
と
は
、
諸
仏
が
所
領
の
衆
生
に
勧
め
る
な
り
。

「
一
切
」
等
と
は
、
具
さ
に
「
称
讃
不
可
思
議
功
徳
一
切
諸
仏
所
護
念
経
」
を
云
う
。

す
な
わ
ち
こ
れ
経
目
。
上
八
は
契
法
の
智
徳
を
表
す
。
こ
れ
は
所
詮
の
名
号
を
指
す
。
下

の
経
は
い
わ
ゆ
る
諸
仏
所
説
の
名
こ
れ
な
り
。
下
八
は
摂
機
の
悲
用
を
示
す
。
こ
れ
能
詮

の
色
経
を
指
し
、
下
の
経
は
い
わ
ゆ
る
及
び
経
名
こ
れ
な
り
。
理
実
こ
れ
を
言
う
。
能
所

不
二
、
例
え
ば
独
（
※
特
）

留
此
経
す
な
わ
ち
こ
れ
独
留
念
仏
の
ご
と
し
。
故
に
今
略
す

る
に
従
う
。

[
508a

]

二
に
徴
釈
に
三
。
初
に
所
名
を
徴
す
。
二
に
行
益
を
示
す
。
三
に
所
名
を

結
す
。
今
は
初
。

云
何
名
護
念
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（
い
か
ん
が
護
念
と
名
づ
く
る
。
）

徴
意
見
る
べ
し
。
義
を
し
て
重
か
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
が
故
に
徴
を
置
く
の
み
。

二
に
行
益
を
示
す

若
有
衆
生
止

必
得
往
生

（
も
し
衆
生
あ
り
て
阿
弥
陀
仏
を
称
念
す
る
こ
と
、
も
し
は
一
日
お
よ
び
七
日
、
下
十
声

乃
至
一
声
、
一
念
等
に
至
る
ま
で
、
か
な
ら
ず
往
生
を
得
。
）

こ
の
中
、
「
一
念
」
の
言
を
加
う
。
す
な
わ
ち
信
の
一
念
。
上
に
引
く
念
門
の
文
を
助

顕
す
る
な
り
。
余
文
准
解
す
。

三
に
所
名
を
結
す

証
誠
此
事
故
名
護
念
経
典

（
こ
の
事
を
証
誠
す
る
が
ゆ
ゑ
に
護
念
経
と
名
づ
く
」
と
。
）

護
は
謂
く
守
護
。
念
は
謂
く
持
念
。
余
文
解
す
べ
し
。

三
に
同
讃
に
二
。
初
に
証
相
を
明
か
す
。
二
に
行
益
を
示
す
。
今
は
初
。

又
云
六
方
止

舒
舌
証

（

ま
た
い
は
く
（
礼
讃
）
、

「
六
方
の
如
来
舌
を
舒
べ
て
、
）

日
中
の
礼
文
な
り
。
上
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

二
に
行
益
を
示
す
。

専
称
名
号
止

自
然
彰

（
も
つ
ぱ
ら
名
号
を
称
し
て
西
方
に
至
る
こ
と
を
証
し
た
ま
ふ
。
か
し
こ
に
到
り
て
華
開

け
て
、
妙
法
を
聞
く
に
、
十
地
の
願
行
自
然
に
彰
る
」
と
。
）
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上
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

「
十
地
」
等
と
は
、
『
十
地
経
論
』
の
所
明
こ
れ
な
り
。

「
自
然
」
等
と
は
、
他
力
の
極
致
。
然
を
知
ら
ず
し
て
の
然
の
者
な
り
。

四
に
観
経
疏
に
三
。
初
に
証
明
の
意
を
明
か
す
。
二
に
証
明
の
相
を
明
か
す
。
三
に

所
証
の
益
を
明
か
す
。
今
は
初
。

同
観
経
疏
止

一
仏
所
説
（

同
じ
く
『
観
経
疏
』
（
散
善
義
）
に
『
阿
弥
陀
経
』
を
引

き
て
い
は
く
、
「
ま
た
十
方
の
仏
等
、
衆
生
の
釈
迦
一
仏
の
所
説
を
信
ぜ
ざ
る
こ
と
を
恐

畏
し
て
、
）

信
深
釈
（
※
深
信
釈
）
文
な
り
。
上
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

二
に
証
明
の
相
を
明
か
す
。

[
508b

]

即
共
同
心
止

所
讃
所
証

（
す
な
は
ち
と
も
に
同
心
同
時
に
、
お
の
お
の
舌
相
を
出
し
て
あ
ま
ね
く
三
千
世
界
に
覆

ひ
て
、
誠
実
の
言
を
説
き
た
ま
ふ
。
〈
な
ん
ぢ
ら
衆
生
、
み
な
こ
の
釈
迦
の
所
説
・
所
讃

・
所
証
を
信
ず
べ
し
。
）

上
に
同
心
同
時
と
云
う
。
下
に
所
讃
所
証
と
云
う
。
慇
懃
加
語
、
宗
義
を
助
顕
す
る
も

の
な
り
。

三
に
所
証
の
益
を
明
か
す

一
切
凡
夫
止

必
無
疑
也

（
一
切
の
凡
夫
、
罪
福
の
多
少
、
時
節
の
久
近
を
問
は
ず
、
た
だ
よ
く
上
百
年
を
尽
し
、

下
一
日
七
日
に
至
る
ま
で
、
一
心
に
も
つ
ぱ
ら
弥
陀
の
名
号
を
念
ず
れ
ば
、
さ
だ
め
て
往

生
を
得
る
こ
と
か
な
ら
ず
疑
な
し
〉
」
と
。
）

「
一
切
」
等
と
は
、
「
十
方
衆
生
」
の
言
を
広
く
す
。
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「
但
能
」
等
と
は
、
「
乃
至
十
念
」
の
言
を
広
く
す
。

「
一
心
」
等
と
は
、
三
信
の
意
を
釈
す
。

「
定
得
」
等
と
は
、
「
若
不
生
者
」
の
意
を
釈
す
。

五
に
法
事
讃
に
二
。
初
に
総
じ
て
信
を
勧
む
。
二
に
行
益
を
示
す
。
今
は
初
。

同
法
事
讃
止

証
不
虚

（

同
じ
く
『
法
事
讃
』
（
下
）
に
い
は
く
、

「
心
々
に
念
仏
し
て
疑
を
生
ず
る
こ
と
な
か
れ
。
六
方
の
如
来
虚
し
か
ら
ず
と
証
し

た
ま
ふ
。
）

下
巻
の
後
行
法
分
の
文
な
り
。

二
に
行
益
を
明
か
す
。

三
業
専
心
止

応
時
見

（

三
業
専
心
に
し
て
雑
乱
せ
ざ
れ
ば
、
百
宝
の
蓮
華
、
時
に
応
じ
て
見
ゆ
」
と
。
）

三
業
の
言
、
修
相
を
助
顕
す
。

「
百
宝
」
等
と
は
、
往
生
相
な
り
。

六
に
五
会
讃

法
照
禅
師
止

仏
共
伝
証

（

法
照
禅
師
の
『
浄
土
五
会
法
事
讃
』
に
い
は
く
、

「
万
行
の
な
か
急
要
と
な
す
。
迅
速
な
る
こ
と
浄
土
門
に
過
ぎ
た
る
は
な
し
。
た
だ
本
師

金
口
の
説
の
み
に
あ
ら
ず
。
十
方
の
諸
仏
と
も
に
伝
へ
証
し
た
ま
ふ
」
と
。
）

「
法
照
」
等
と
は
、
事
蹟
は
上
の
ご
と
し
。

「
五
会
」
等
と
は
、
上
巻
の
阿
弥
陀
経
に
依
る
讃
な
り
。
行
巻
（
二
十
六
紙
）
に
こ
れ

を
引
く
。
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三
に
私
釈
に
二
。
初
に
証
の
念
仏
に
局
る
を
問
答
す
。
二
に
偏
に
小
経
に
在
る
を
問

答
す
。
初
に
証
の
念
仏
に
局
る
を
問
答
す
る
に
二
。
初
に
問
、
二
に
答
。
今
は
初
。

私
問
曰
何
止

仏
一
行
乎

（

わ
た
く
し
に
問
ひ
て
い
は
く
、
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
六
方
の
諸
仏
の
証
誠
、
た
だ
念
仏
の

一
行
に
局
る
や
。
）

問
意
見
る
べ
し
。

[
509a

]

二
に
答
。

答
曰
若
依
止

故
無
之
也

（
答
へ
て
い
は
く
、
も
し
善
導
の
意
に
よ
ら
ば
、
念
仏
は
こ
れ
弥
陀
の
本
願
な
り
、
ゆ
ゑ

に
こ
れ
を
証
誠
す
。
余
行
は
し
か
ら
ず
、
ゆ
ゑ
に
こ
れ
な
し
。
）

有
願
無
願
相
対
な
り
。

二
に
偏
に
小
経
に
在
る
を
問
答
す
る
に
二
。
初
に
問
、
二
に
答
。
今
は
初
。

問
曰
若
依
止

不
証
誠
乎

（

問
ひ
て
い
は
く
、
も
し
本
願
に
よ
り
て
念
仏
を
証
誠
せ
ば
、
『
双
巻
』
（
大
経
）
・
『
観

経
』
等
に
念
仏
を
説
く
時
、
な
ん
ぞ
証
誠
せ
ざ
る
や
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
答
え
に
二
。
初
に
標
、
二
に
釈
。
今
は
初
。

答
曰
解
有
二
義

（
答
へ
て
い
は
く
、
解
す
る
に
二
義
あ
り
。
）

初
に
す
な
わ
ち
縦
答
。
後
に
す
な
わ
ち
奪
答
。
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二
に
釈
に
二
。
初
に
一
経
に
局
る
。
二
に
二
経
に
通
ず
。
今
は
初
。

一
解
云
双
止

故
証
誠
之

（
一
に
解
し
て
い
は
く
、
『
双
巻
』
・
『
観
経
』
等
の
な
か
に
本
願
念
仏
を
説
く
と
い
へ
ど

も
、
兼
ね
て
余
行
を
明
か
す
。
ゆ
ゑ
に
証
誠
せ
ず
。
こ
の
『
経
』
（
小
経
）
の
な
か
に
一

向
に
も
つ
ぱ
ら
念
仏
を
説
く
。
ゆ
ゑ
に
こ
れ
を
証
誠
す
。
）

且
く
文
に
就
い
て
こ
れ
を
答
う
。

二
に
二
経
に
通
ず
に
二
。
初
に
自
釈
、
二
に
引
証
。
今
は
初
。

二
解
云
彼
止

通
於
彼
経

（
二
に
解
し
て
い
は
く
、
か
の
『
双
巻
』
等
の
な
か
に
証
誠
の
言
な
し
と
い
へ
ど
も
、
こ

の
『
経
』
に
す
で
に
証
誠
あ
り
。
こ
れ
に
例
し
て
か
れ
を
思
ふ
に
、
か
れ
ら
の
経
中
（
大

経
・
観
経
）
に
お
い
て
説
く
と
こ
ろ
の
念
仏
、
ま
た
証
誠
の
義
あ
る
べ
し
。
文
こ
の
『
経
』

に
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
義
か
の
経
に
通
ず
。
）

宋
訳
に
文
あ
り
。
次
上
に
引
く
が
ご
と
し
。

二
に
引
証

故
天
台
十
止

極
楽
世
界

（
ゆ
ゑ
に
天
台
（
智
顗
）
の
『
十
疑
論
』
に
い
は
く
、
「
ま
た
『
阿
弥
陀
経
』
・
『
大
無
量

寿
経
』
・
『
鼓
音
声
陀
羅
尼
経
』
等
に
の
た
ま
は
く
、
〈
釈
迦
仏
、
経
を
説
き
た
ま
ふ
時
に
、

十
方
世
界
に
お
の
お
の
恒
河
沙
の
諸
仏
ま
し
ま
し
て
、
そ
の
舌
相
を
舒
べ
て
あ
ま
ね
く
三

千
大
千
世
界
に
覆
ひ
て
、
《
一
切
衆
生
の
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
て
仏
の
本
願
大
悲
願
力
に
乗

る
が
ゆ
ゑ
に
、
決
定
し
て
極
楽
世
界
に
生
ず
る
こ
と
を
得
》
と
証
誠
し
た
ま
ふ
〉
」
と
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

【
科
段
⑧
（
随
文
釈
）
】

十
三
に
証
誠
章
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標
章

引
文

観
念
法
門

経
の
説
相
に
約
す

証
誠
の
相
を
明
か
す

所
証
の
行
を
明
か
す

所
証
の
益
を
明
か
す

宗
家
の
助
成

礼
讃

証
誠
の
相
を
明
か
す

所
証
の
法
を
明
か
す

正
明

徴
釈

所
名
を
徴
す

行
益
を
示
す

所
名
を
結
す

同
讃

証
相
を
明
か
す

行
益
を
示
す

観
経
疏証

明
の
意
を
明
か
す

証
明
の
相
を
明
か
す

所
証
の
益
を
明
か
す

法
事
讃総

じ
て
信
を
勧
め
る

行
益
を
示
す

五
会
讃

私
釈

証
の
念
仏
に
局
る
を
問
答
す

問答

偏
に
小
経
に
在
る
を
問
答
す

問
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答

標釈

一
経
に
局
る

二
経
に
通
ず

自
釈

引
証

十
五
に
護
念
章
に
三
。
初
に
標
章
、
二
に
引
文
、
三
に
私
釈
。
今
は
初
。

六
方
諸
仏
止

行
者
之
文

（
【15

】

六
方
諸
仏
、
念
仏
行
者
を
護
念
し
た
ま
ふ
文
。
）

今
章
の
来
意
、
上
に
准
じ
て
二
義
。
も
し
文
に
約
せ
ば
、
小
経
四
文
中
の
第
三
な
り
。

も
し
義
に
約
せ
ば
、
利
益
七
文
中
の
第
六
な
り
。

護
不
護
対
、
諸
仏
護
念
の
益
、
冥
衆
護
持
の
益
、
も
っ
て
助
顕
す
る
の
み
。

「
護
念
章
」
と
は
、
あ
る
い
は
（
決
疑
）
に
「
六
方
諸
仏
護
念
篇
」
と
云
い
、
あ
る
い

は
（
大
綱
）
「
諸
仏
護
念
篇
」
と
云
い
、
あ
る
い
は[

509b
]

（
要
義
聞
香
）
「
諸
仏
護
念

章
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
鵜
木
）
「
念
仏
護
念
章
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
私
集
）
「
護

念
章
」
と
云
う
。
今
ま
た
略
に
従
う
。

「
護
」
は
謂
く
守
護
、
「
念
」
は
謂
く
持
念
。

い
か
ん
が
護
念
す
。
魔
は
内
外
に
あ
り
。
退
に
五
退
あ
り
。
守
護
持
念
し
て
諸
障
を
離

れ
し
む
る
な
り
。

二
に
引
文
に
二
。
初
に
念
門
、
二
に
礼
讃
。
初
に
念
門
に
二
。
初
に
護
念
の
相
、
二

に
護
念
の
意
。
今
は
初
。

観
念
法
門
止

名
護
念
経

（

『
観
念
法
門
』
に
い
は
く
、
「
ま
た
『
弥
陀
経
』
に
説
く
が
ご
と
し
。
〈
も
し
男
子

・
女
人
あ
り
て
、
七
日
七
夜
お
よ
び
一
生
を
尽
し
て
、
一
心
に
も
つ
ぱ
ら
阿
弥
陀
仏
を
念

じ
て
往
生
を
願
ず
れ
ば
、
こ
の
人
は
つ
ね
に
六
方
恒
河
沙
等
の
仏
、
と
も
に
来
り
て
護
念
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し
た
ま
ふ
こ
と
を
得
。
ゆ
ゑ
に
護
念
経
と
名
づ
く
〉
と
。
）

護
念
経
の
文
な
り
。

「
若
有
」
等
と
は
、
「
十
方
衆
生
」
の
句
に
あ
た
る
。

「
七
日
」
等
と
は
、
「
乃
至
十
念
」
の
句
に
あ
た
る
。

「
一
心
」
等
と
は
、
「
至
心
」
等
の
句
に
あ
た
る
。

「
此
人
」
等
と
は
、
正
し
く
益
相
を
挙
ぐ
。

二
に
護
念
の
意

護
念
意
者
止

除
不
至
心

（
護
念
の
意
は
、
ま
た
も
ろ
も
ろ
の
悪
鬼
神
を
し
て
便
り
を
得
し
め
ず
、
ま
た
横
病
、
横

死
、
横
に
厄
難
あ
る
こ
と
な
く
、
一
切
の
災
障
自
然
に
消
散
し
ぬ
。
不
至
心
を
ば
除
く
」

と
。
）

「
不
令
」
等
と
は
、
金
光
明
第
五
（
四
天
王
観
察
人
天
品
）
に
云
く
、

我
ら
四
王
並
に
諸
眷
属
、
こ
の
甘
露
無
上
の
法
味
を
聞
き
、
気
力
充
実
し
、
威
光
を

増
益
す
。
精
進
勇
猛
に
し
て
、
神
通
倍
勝
す
（
乃
至
）
諸
悪
諸
有
鬼
神
吸
人
精
気
無

慈
悲
の
者
を
遮
去
す
。
悉
く
遠
く
去
ら
し
む
。

等
と
。
和
讃
に
云
々
（
四
天
大
王
も
ろ
と
も
に
（
乃
至
）
よ
ろ
づ
の
悪
鬼
を
ち
か
づ
け
ず
）
。

け
だ
し
こ
の
文
に
依
る
な
り
。

「
亦
無
」
等
と
は
、
『
薬
師
経
』
に
云
く
、

し
か
れ
ば
時
衆
の
中
に
一
菩
薩
あ
り
。
名
け
て
救
脱
と
曰
う
。
阿
難
、
救
脱
菩
薩
に

問
て
云
く
、
「
九
横
と
は
云
何
」
。
菩
薩
言
く
、
「
諸
有
情
あ
り
。
病
を
得
て
軽
い
と

い
え
ど
も
、
し
か
る
に
医
薬
お
よ
び
看
病
の
者
な
し
。
た
と
い
ま
た
医
に
遇
う
と
も
、

授
く
る
に
非
薬
を
も
っ
て
（
※
原
文
：
そ
の
薬
を
授
け
ず
）

実
に
死
に
応
ぜ
ず
、
し
か

し
て
す
な
わ
ち
横
死
す
。
ま
た
世[

510a
]

間
の
邪
魔
外
道
妖
㜸
の
師
を
信
じ
、
妄

り
に
禍
福
を
説
き
、
す
な
わ
ち
恐
動
を
生
ず
。
心
は
自
正
せ
ず
、
卜
に
て
筧
の
禍
福

を
問
い
、
種
々
の
衆
生
を
殺
す
。
神
明
を
解
奏
し
䢧
䢧
諸
の
魍
魎
を
呼
び
、
禍
祐
を
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請
乞
し
、
延
年
を
欲
冀
し
て
終
に
得
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。
愚
痴
迷
惑
し
て
邪
な
る
倒

見
を
信
じ
、
遂
に
横
死
し
て
地
獄
に
入
ら
し
む
。
出
期
あ
る
こ
と
な
し
。
こ
れ
を
初

横
と
名
く
。
二
に
は
横
に
王
法
の
誅
戮
す
る
所
を
被
る
。
三
に
は
畋
獵
嬉
戲
し
、
婬

を
耽
み
酒
を
嗜
み
、
放
逸
し
て
度
す
る
こ
と
な
し
。
横
に
非
人
と
な
り
そ
の
精
気
を

奪
う
。
四
に
は
横
に
火
に
焚
か
れ
る
。
五
に
は
横
に
水
に
溺
ぼ
れ
る
。
六
に
は
横
に

種
種
悪
獣
に
噉
ら
わ
る
。
七
に
は
横
に
山
崖
に
墮
す
。
八
に
は
横
に
毒
薬
・
厭
祷
・

呪
詛
・
起
屍
鬼
等
に
中
害
せ
ら
れ
る
所
と
な
る
。
九
に
は
飢
渇
に
困
せ
ら
れ
飮
食
を

得
ず
し
て
便
ち
横
死
す
。
こ
れ
を
如
来
の
略
説
の
横
死
と
な
す
。

(

大
正
一
四
・
四
一
六
上
中)

等
と
。

厄
は
謂
く
危
厄
。

難
は
謂
く
艱
難
。
こ
れ
人
の
禍
な
り
。
天
よ
り
は
災
と
曰
う
。
地
よ
り
は
障
と
曰
う
。

任
運
に
除
却
す
る
が
故
に
「
自
然
に
消
散
し
ぬ
」
と
云
う
（
※
訓
点
間
違
い
）
。

「
除
不
」
等
と
は
、
い
わ
ゆ
る
雑
修
。
不
至
心
は
是
な
り
。

二
に
礼
讃
に
二

往
生
礼
讃
止

名
護
念
経

（

『
往
生
礼
讃
』
に
い
は
く
、
「
〈
も
し
仏
を
称
し
て
往
生
す
る
も
の
は
、
つ
ね
に
六

方
恒
沙
等
の
諸
仏
の
た
め
に
護
念
せ
ら
る
。
ゆ
ゑ
に
護
念
経
と
名
づ
く
〉
（
小
経
）
と
。
）

上
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

二
に
勧
誡

今
既
有
此
止

励
意
去
也

（
い
ま
す
で
に
こ
の
増
上
の
誓
願
あ
り
、
憑
む
べ
し
。
も
ろ
も
ろ
の
仏
子
等
、
な
ん
ぞ
意

を
励
ま
さ
ざ
ら
ん
や
」
と
。
）

「
増
上
」
と
は
最
勝
の
義
。

「
誓
願
」
と
は
十
八
願
を
指
す
。
余
文
解
す
べ
し
。
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三
に
私
釈
に
二
。
初
に
局
を
も
っ
て
問
う
。
二
に
通
を
も
っ
て
答
う
。
今
は
初
。

[
510b

]

私
問
曰
唯
止

行
者
如
何

（

わ
た
く
し
に
問
ひ
て
い
は
く
、
た
だ
六
方
の
如
来
の
み
ま
し
ま
し
て
行
者
を
護
念
し

た
ま
ふ
は
い
か
ん
ぞ
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
通
を
も
っ
て
答
う
に
二
。
初
に
自
釈
、
二
に
引
証
。
今
は
初
。

答
曰
不
限
止

来
護
念
故

（
答
へ
て
い
は
く
、
六
方
の
如
来
の
み
に
は
限
ら
ず
。
弥
陀
・
観
音
等
ま
た
来
り
て
護
念

し
た
ま
ふ
。
ゆ
ゑ
に
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
引
証
に
二
。
初
に
礼
讃
、
二
に
念
門
。
初
に
礼
讃
に
二
。
初
に
十
往
生
経
、
二

に
観
経
。
今
は
初
。

往
生
礼
讃
止

得
其
便
也

（
『
往
生
礼
讃
』
に
い
は
く
、
「
『
十
往
生
経
』
に
の
た
ま
は
く
、
〈
も
し
衆
生
あ
り
て
阿

弥
陀
仏
を
念
じ
て
往
生
を
願
ず
れ
ば
、
か
の
仏
す
な
は
ち
二
十
五
の
菩
薩
を
遣
は
し
て
、

行
者
を
擁
護
し
た
ま
ふ
。
も
し
は
行
、
も
し
は
坐
、
も
し
は
住
、
も
し
は
臥
、
も
し
は
昼
、

も
し
は
夜
、
一
切
の
時
、
一
切
の
処
に
、
悪
神
を
し
て
そ
の
便
り
を
得
し
め
ず
〉
と
。
）

行
巻
（
二
十
二
紙
）
に
引
き
て
大
行
の
益
相
を
証
す
。

二
に
観
経

又
如
観
経
止

至
心
求
往

（
ま
た
『
観
経
』
に
の
た
ま
ふ
が
ご
と
し
。
〈
も
し
阿
弥
陀
仏
を
称
・
礼
・
念
し
て
、
か

の
国
に
往
生
せ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
か
の
仏
す
な
は
ち
無
数
の
化
仏
、
無
数
の
化
観
音
・
勢
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至
菩
薩
を
遣
は
し
て
、
行
者
を
護
念
し
た
ま
ふ
〉
と
。
ま
た
前
の
二
十
五
の
菩
薩
等
と
百

重
千
重
行
者
を
囲
繞
し
て
、
行
住
坐
臥
を
問
は
ず
、
一
切
の
時
処
に
、
も
し
は
昼
、
も
し

は
夜
、
つ
ね
に
行
者
を
離
れ
た
ま
は
ず
。
い
ま
す
で
に
こ
の
勝
益
あ
り
。
憑
む
べ
し
。
願

は
く
は
も
ろ
も
ろ
の
行
者
、
お
の
お
の
す
べ
か
ら
く
至
心
に
往
く
こ
と
を
求
む
べ
し
」

と
。
）

「
若
称
」
等
と
は
、
取
意
の
文
な
り
。

「
復
与
」
等
と
は
、
合
会
の
文
な
り
。

「
今
既
」
等
と
は
、
勧
励
の
文
な
り
。
行
巻
（
二
十
二
紙
）
の
連
引
は
ま
た
大
行
の
益

相
を
証
す
。
信
末
（
初
）
の
十
益
を
挙
げ
る
中
、
冥
衆
護
持
を
云
う
は
こ
れ
な
り
。
和
讃

に
云
々
（
観
音
勢
至
も
ろ
と
も
に
（
乃
至
）
か
げ
の
ご
と
く
に
身
に
そ
え
り
）
。
又
（
無

碍
光
仏
の
光
に
は
（
乃
至
）
真
実
信
心
を
ま
も
る
な
り
）
。
け
だ
し
こ
の
文
に
依
る
な
り
。

二
に
念
門
に
三
。
初
に
観
経
、
二
に
般
舟
経
、
三
に
結
文
。
今
は
初
。

又
観
念
法
止

随
逐
影
護

（
ま
た
『
観
念
法
門
』
に
い
は
く
、
「
ま
た
『
観
経
』
の
下
の
文
の
ご
と
し
。
〈
も
し
人

あ
り
て
、
心
を
至
し
て
つ
ね
に
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
二
菩
薩
を
念
ず
れ
ば
、
観
音
・
勢
至
つ

ね
に
行
人
の
た
め
に
勝
友
知
識
と
な
り
て
随
逐
影
護
し
た
ま
ふ
〉
」
と
。
）

三
文
な
ら
ん
で
護
念
縁
の
中
の
文
な
り
。
取
意
の
文
な
り
。
経
に
は
た
だ
説
い
て
「
そ

の
勝
友
と
な
り
て
」
と
。
今
は
「
随
逐
影
護
」
等
の
言
を
加
え
る
。

二
に
般
舟
経

又
云
又
如
止

持
品
中
説

（
ま
た
い
は
く
（
同
）
、
「
ま
た
『
般
舟
三
昧
経
』
の
〈
行
品
〉
の
な
か
に
説
き
て
の
た

ま
ふ
が
ご
と
し
。
〈
仏
の
の
た
ま
は
く
、
《
も
し
人
も
つ
ぱ
ら
こ
の
念
弥
陀
仏
三
昧
を
行

ず
れ
ば
、
つ
ね
に
一
切
の
諸
天
お
よ
び
四
天
大
王
・
竜
神
八
部
の
随
逐
影
護
、
愛
楽
相
見

を
得
て
、
永
く
も
ろ
も
ろ
の
悪
鬼
神
、
災
障
・
厄
難
、
横
に
悩
乱
を
加
ふ
る
こ
と
な
し
》
〉

と
。
つ
ぶ
さ
に
は
〈
護
持
品
〉
の
な
か
に
説
く
が
ご
と
し
」
と
。
）
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『
般
舟
三
昧
経
』
一
巻
は
、
後
漢
の[

511a
]

支
婁
迦
讖
訳
。
こ
れ
に
八
品
あ
り
。
大

集
賢
護
の
別
訳
な
り
。
経
に
は
八
品
あ
り
。
一
は
同
事
品
、
二
は
行
品
、
三
は
四
事
品
、

四
は
譬
喩
品
、
五
は
四
輩
品
、
六
は
擁
護
品
（
今
は
護
持
品
と
云
う
）
、
七
に
勧
助
品
、

八
に
至
誠
心
品
な
り
。

三
に
結
勧
文

又
云
除
入
止

延
年
転
寿

（
ま
た
い
は
く
（
観
念
法
門
）
、
「
三
昧
道
場
に
入
る
を
除
き
て
は
、
日
別
に
弥
陀
仏
を

念
ず
る
こ
と
一
万
、
命
を
畢
ふ
る
ま
で
相
続
す
れ
ば
、
す
な
は
ち
弥
陀
の
加
念
を
蒙
り
て

罪
障
を
除
く
こ
と
を
得
。
ま
た
仏
、
聖
衆
と
つ
ね
に
来
り
て
護
念
し
た
ま
ふ
こ
と
を
蒙
る
。

す
で
に
護
念
を
蒙
り
ぬ
れ
ば
、
す
な
は
ち
延
年
転
寿
を
得
」
と
。
）

「
延
年
転
寿
」
と
は
『
安
楽
集
』
下
の
ご
と
し
。
『
惟
無
三
昧
経
』
『
譬
喩
経
』
等
の

縁
の
ご
と
し
。
和
讃
に
云
々
（
こ
の
世
の
利
益
き
は
も
な
し
（
乃
至
）
定
業
中
夭
の
ぞ
こ

り
ぬ
）
。

問
う
。
定
業
中
夭
の
文
義
は
鉾
楯
な
り
。
い
か
ん
が
思
念
せ
ん
や
。

答
う
。
九
横
等
は
み
な
定
業
の
み
。
情
謂
に
随
う
が
故
に
横
の
名
あ
る
な
り
。

問
う
。
業
相
と
は
い
か
ん
。

答
う
。
業
に
四
種
あ
り
。
前
の
三
は
定
と
な
し
、
後
の
一
は
不
と
な
す
。

問
う
。
も
し
し
か
ら
ば
、
何
ぞ
一
切
は
定
業
と
云
う
や
。

答
う
。
不
を
も
っ
て
定
に
属
す
。
行
者
を
し
て
期
心
堅
牢
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
が
故
に
。

問
う
。
念
仏
の
利
益
は
全
除
と
な
す
や
、
分
除
と
な
す
や
。

答
う
。
除
く
べ
き
も
の
あ
り
。
除
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
そ
の
除
く
ベ
か
ら
ざ
る

も
の
は
、
重
を
転
じ
て
軽
受
す
。
今
は
除
く
べ
き
も
の
に
約
す
る
が
故
に
、
「
定
業
除
く
」

と
云
う
の
み
。
言
総
意
別
、
旨
を
得
て
領
会
せ
よ
。
現
益
讃
録
中
に
云
々
す
る
が
ご
と
し
。

【
科
段
⑧
（
随
文
釈
）
】

十
三
に
証
誠
章
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標
章

引
文

念
門

護
念
の
相

護
念
の
意

礼
讃

護
念

勧
誡

私
釈

局
を
も
っ
て
問
う

通
を
も
っ
て
答
う

自
釈

引
証

礼
讃

十
往
生
経

観
経

念
門

観
経

般
舟
経

結
文
（
結
勧
文
）

十
六
に
慇
付
章
に
三
。
初
に
標
章
、
二
に
引
文
、
三
に
私
釈
。
今
は
初
。

釈
迦
如
来
止

弗
等
之
文

（
【16

】

釈
迦
如
来
、
弥
陀
の
名
号
を
も
つ
て
慇
懃
に
舎
利
弗
等
に
付
属
し
た
ま
ふ

文
。
）

今
章
の
来
意
、
上
に
准
じ
て
二
義
あ
り
。
も
し
文
に
約
せ
ば
、
小
経
の
四
文
の
第
四
な

り
。
も
し
義
に
約
せ
ば
、
利
益
七
文
中
の
第
七
な
り
。
付
属
不
付
属
対
、
も
っ
て
助
顕
す

る
の
み
。
法
要
五
（
五
十
二
紙
）
・
口
伝
鈔
に
云
々
（
「
世
尊[

511b
]

説
法
時
」
と
ら
釈

し
ま
し
ま
す
。
一
代
の
説
教
、
む
し
ろ
を
ま
き
し
肝
要
、
い
ま
の
弥
陀
の
名
願
を
も
っ
て
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付
属
流
通
の
本
意
と
す
る
条
。
文
に
あ
り
て
み
つ
べ
し
（
註
釈
版
九
〇
一
）
）
。

問
う
。
付
属
不
付
属
は
観
経
に
依
ら
ん
と
す
る
か
。
小
経
に
依
ら
ん
と
す
る
か
。

答
う
。
具
さ
に
二
義
を
含
む
。
観
経
は
一
重
に
し
て
た
だ
付
属
を
云
う
。
小
経
は
二
重

な
る
が
故
に
慇
不
を
云
う
。
二
文
の
相
依
、
相
義
い
よ
い
よ
高
し
。

慇
不
章
と
は
、
あ
る
い
は
（
決
疑
）
「
弥
陀
名
号
付
属
舎
利
弗
篇
」
と
云
い
、
あ
る
い

は
（
大
綱
）
「
付
属
身
子
篇
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
鵜
木
）
「
舎
利
弗
付
属
章
」
と
云

い
、
あ
る
い
は
（
要
義
）
「
付
属
名
号
章
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
聞
香
）
「
慇
懃
付
属

章
」
と
云
う
。
今
は
ま
た
略
に
従
う

二
に
引
文
に
二
。
初
に
小
経
、
二
に
事
讃
。
今
は
初
。

阿
弥
陀
経
止

作
礼
而
去

（

『
阿
弥
陀
経
』
に
の
た
ま
は
く
、
「
仏
こ
の
経
を
説
き
た
ま
ふ
こ
と
已
り
て
、
舎
利

弗
お
よ
び
も
ろ
も
ろ
の
比
丘
、
一
切
世
間
の
天
・
人
・
阿
修
羅
等
、
仏
の
所
説
を
聞
き
て
、

歓
喜
し
信
受
し
て
、
礼
を
な
し
て
去
り
に
き
」
と
。

序
の
列
衆
と
影
略
互
顕
。
唐
訳
は
具
さ
に
菩
薩
を
挙
ぐ
。
今
ま
た
准
じ
て
会
す
。

「
聞
仏
」
等
と
は
、
上
の
「
聞
説
阿
弥
陀
仏
」
を
述
べ
る
。

「
歓
喜
」
等
と
は
、
上
の
「
執
持
一
心
専
注
奉
行
」
を
述
べ
る
。
大
本
の
「
聞
其
名
号

信
心
歓
喜
」
を
説
く
者
と
同
じ
。
す
な
わ
ち
こ
れ
本
願
の
三
信
心
な
り
。

「
作
礼
」
等
と
は
、
す
な
わ
ち
三
業
相
応
の
礼
拝
な
り
。

上
来
三
十
八
箇
の
付
属
、
こ
こ
に
お
い
て
功
を
見
る
。

二
に
事
讃
に
三
。
初
は
慇
付
を
明
か
す
、
二
に
難
信
を
明
か
す
、
三
に
結
勧
誡
。
今

は
初
。

善
導
法
事
止

属
弥
陀
名

（

善
導
の
『
法
事
讃
』
（
下
）
に
、
こ
の
文
を
釈
し
て
い
は
く
、

「
世
尊
法
を
説
き
た
ま
ふ
こ
と
、
時
ま
さ
に
了
り
な
ん
と
し
て
、
慇
懃
に
弥
陀
の
名
を
付

属
し
た
ま
ふ
。
）

「
時
将
了
」
と
は
、
こ
れ
二
意
あ
り
。
一
は
今
経
了
る
。
文
に
あ
り
て
見
る
べ
し
。
二
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に
一
代
説
了
る
。
『
観
経
』
の
要
門
は
一
代
の
八
万
の
行
門
を
統
収
す
。
流
通
と
廃
立
、

こ
れ
一
重
と
な
す
。
今
経
は
直
爾
に
そ
の
旨
を
的
示
す
。
こ
れ
二
重
と
な
す
。
故
に
慇
懃

と
云
う
。
法
要
五
（
五
十
一
紙
）
の
口
伝
鈔
云
々
（
『
小
阿
弥
陀
経
』
は
さ
き
の
機
法
の

真
実
を
あ[

512a
]

ら
は
す
二
経
を
合
説
し
て
、
「
不
可
以
少
善
根
福
徳
因
縁
得
生
彼
国
」

と
ら
と
け
る
。
無
上
大
利
の
名
願
を
、
一
日
七
日
の
執
持
名
号
に
結
び
と
ど
め
て
、
こ
こ

を
証
誠
す
る
諸
仏
の
実
語
を
顕
説
せ
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
「
世
尊
説
法
時
将
了
」
（
法
事

讃
・
下
）
と
ら
釈
し
ま
し
ま
す
。
一
代
の
説
教
、
む
し
ろ
を
ま
き
し
肝
要
、
い
ま
の
弥
陀

の
名
願
を
も
つ
て
付
属
流
通
の
本
意
と
す
る
条
、
文
に
あ
り
て
み
つ
べ
し
（
註
釈
版
九
〇

〇
）
。
）二

に
難
信
を
明
か
す
。

五
濁
増
時
止

離
三
塗
身

（
五
濁
増
の
時
は
疑
謗
多
く
、
道
俗
あ
ひ
嫌
ひ
て
聞
く
こ
と
を
用
ゐ
ず
。
修
行
す
る
こ
と

あ
る
を
見
て
は
瞋
毒
を
起
し
て
、
方
便
し
て
破
壊
し
て
競
ひ
て
怨
を
生
ず
。
か
く
の
ご
と

き
生
盲
闡
提
の
輩
は
、
頓
教
を
毀
滅
し
て
永
く
沈
淪
す
。
大
地
微
塵
劫
を
超
過
す
と
も
、

い
ま
だ
三
途
の
身
を
離
る
る
こ
と
を
得
べ
か
ら
ず
。
）

「
五
濁
」
等
と
は
、
正
像
末
讃
に
云
々
（
五
濁
の
時
機
い
た
り
て
は
（
乃
至
）
疑
謗
破

滅
さ
か
り
な
り
）
。
ま
た
高
僧
讃
に
云
々
（
五
濁
増
の
と
き
い
た
り
（
乃
至
）
修
す
る
を

み
て
は
あ
た
を
な
す
等
）
。
い
わ
ゆ
る
異
学
異
見
の
徒
、
多
く
経
論
に
引
く
。
「
来
相
惑

乱
惑
（
※
或
は
）
説
種
々
疑
難
（
浄
真
全
二
・
七
四
）
」
等
な
り
。

「
か
く
の
ご
と
き
」
等
と
は
、
高
僧
讃
に
云
々
（
本
願
毀
滅
の
と
も
が
ら
は
（
乃
至
）

な
が
く
三
塗
に
し
づ
む
な
り
等
）
。
ま
た
正
像
末
讃
に
云
々
（
菩
提
を
う
ま
じ
き
ひ
と
は

み
な
（
乃
至
）
生
じ
の
大
海
き
わ
も
な
し
等
）
。

三
に
結
勧
誡
。

大
衆
同
心
止

法
罪
因
縁

（
大
衆
同
心
に
み
な
、
あ
ら
ゆ
る
破
法
罪
の
因
縁
を
懺
悔
せ
よ
」
と
。
）

こ
れ
に
二
義
あ
り
。
一
は
三
品
等
の
作
法
懺
悔
、
二
に
は
信
心
即
懺
悔
。
和
讃
に
云
々
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（
真
心
徹
到
す
る
ひ
ろ
と
は
等
）
。
法
要
一
（
四
十
一
紙
）
の
銘
文
に
云
々
（
ま
た
「
即

懺
悔
」
と
い
ふ
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
を
と
な
ふ
る
は
、
す
な
は
ち
無
始
よ
り
こ
の
か
た
の

罪
業
を
懺
悔
す
る
に
な
る
と
申
す
な
り
（
註
釈
版
六
五
五
）
等
）
。
常
に
所
説
の
ご
と
し
。

安
心
は
後
義
に
従
う
。
勤
式
は
前
義
に
依
る
。
旨
を
得
て
思
択
せ
よ
。

三
に
私
釈
に
三
。
初
に
略
し
て
旨
帰
を
釈
す
、
二
に
広
く
差
別
を
示
す
、
三
に
広
を

摂
め
て
略
に
帰
す
。
今
は
初
。

私
云
凡
案
止

以
為
旨
帰

（

わ
た
く
し
に
い
は
く
、
お
ほ
よ
そ
三
経
の
意
を
案
ず
る
に
、
諸
行
の
な
か
に
念
仏
を

選
択
し
て
も
つ
て
旨
帰
と
な
す
。
）

問
う
。
こ
の
段
の
釈
義
、
何
ぞ
本
章
と[

512b
]

関
係
せ
ざ
ら
ん
や
。

答
う
。
か
の
本
章
の
ご
と
し
。
経
釈
相
依
し
、
慇
付
の
義
備
え
る
。
余
論
あ
る
こ
と
な

し
。
こ
こ
に
お
い
て
か
、
十
六
の
大
章
、
も
し
は
文
、
も
し
は
義
、
本
願
の
功
成
じ
、
名

号
の
徳
就
く
。
故
に
今
別
に
就
い
て
総
に
及
ぶ
。
選
択
の
相
を
広
げ
る
も
の
な
り
。

「
旨
」
は
い
わ
く
指
示
。

「
帰
」
は
い
わ
く
帰
趣
。

二
に
広
く
差
別
を
示
す
に
四
。
初
に
大
経
、
二
に
観
経
、
三
に
小
経
、
四
に
般
舟
経
。

初
に
大
経
に
二
。
初
は
総
じ
て
標
列
す
、
二
に
別
し
て
解
釈
す
。
今
は
初
。

先
双
卷
経
止

選
択
留
教

（
先
づ
『
双
巻
経
』
（
大
経
）
の
な
か
に
三
の
選
択
あ
り
。
一
に
は
選
択
本
願
、
二
に
は

選
択
讃
歎
、
三
に
は
選
択
留
教
な
り
。

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
別
し
て
解
釈
す
に
三
。
初
に
選
択
本
願
、
二
に
選
択
讃
歎
、
三
に
選
択
留
教
。

今
は
初
。

一
選
択
本
願
止

本
願
也
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（
一
に
選
択
本
願
と
い
ふ
は
、
念
仏
は
こ
れ
法
蔵
比
丘
、
二
百
一
十
億
の
な
か
に
お
い
て

選
択
す
る
と
こ
ろ
の
往
生
の
行
な
り
。
細
し
き
旨
上
に
見
え
た
り
。
ゆ
ゑ
に
選
択
本
願
と

い
ふ
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
第
三
章
に
依
る
。

二
に
選
択
讃
歎
。

二
選
択
讃
歎
止

讃
歎
也

（
二
に
選
択
讃
歎
と
い
ふ
は
、
上
の
三
輩
の
な
か
に
菩
提
心
等
の
余
行
を
挙
ぐ
と
い
へ
ど

も
、
釈
迦
す
な
は
ち
余
行
を
讃
歎
せ
ず
、
た
だ
念
仏
に
お
い
て
讃
歎
し
た
ま
ひ
て
、
「
無

上
の
功
徳
」
（
大
経
・
下
意
）
と
の
た
ま
ふ
。
ゆ
ゑ
に
選
択
讃
歎
と
い
ふ
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
第
三
章
に
依
る
。

三
に
選
択
留
教
。

三
選
択
留
教
止

留
教
也

（
三
に
選
択
留
教
と
い
ふ
は
、
ま
た
上
に
余
行
諸
善
を
挙
ぐ
と
い
へ
ど
も
、
釈
迦
選
択
し

て
た
だ
念
仏
の
一
法
を
留
め
た
ま
ふ
。
ゆ
ゑ
に
選
択
留
教
と
い
ふ
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
第
六
章
に
依
る
。

二
に
観
経
に
二
。
初
に
総
標
列
、
二
に
別
釈
。
今
は
初
。

次
観
経
中
止

選
択
付
属

（
次
に
『
観
経
』
の
な
か
に
ま
た
三
の
選
択
あ
り
。
一
に
は
選
択
摂
取
、
二
に
は
選
択
化

讃
、
三
に
は
選
択
付
属
な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
別
釈
に
三
。
初
に
選
択
摂
取
、
二
に
選
択
化
讃
、
三
に
選
択
付
属
。
今
は
初
。
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[
513a

]
一
選
択
摂
取
止

摂
取
也

（
一
に
選
択
摂
取
と
い
ふ
は
、
『
観
経
』
の
な
か
に
定
散
の
諸
行
を
説
く
と
い
へ
ど
も
、

弥
陀
の
光
明
た
だ
念
仏
の
衆
生
を
照
ら
し
て
、
摂
取
し
て
捨
て
た
ま
は
ず
。
ゆ
ゑ
に
選
択

摂
取
と
い
ふ
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
第
七
章
に
依
る
。

二
に
選
択
化
讃
。

二
選
択
化
讃
止

化
讃
也

（
二
に
選
択
化
讃
と
い
ふ
は
、
下
品
上
生
の
人
、
聞
経
・
称
仏
の
二
行
あ
り
と
い
へ
ど
も
、

弥
陀
の
化
仏
、
念
仏
を
選
択
し
て
、
「
汝
称
仏
名
故
諸
罪
消
滅
我
来
迎
汝
」
（
観
経
）
と

の
た
ま
ふ
。
ゆ
ゑ
に
選
択
化
讃
と
い
ふ
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
第
十
章
に
依
る
。

三
に
選
択
付
属
。

三
選
択
付
属
止

付
属
也

（
三
に
選
択
付
属
と
い
ふ
は
、
ま
た
定
散
の
諸
行
を
明
か
す
と
い
へ
ど
も
、
た
だ
独
り
念

仏
の
一
行
を
付
属
す
。
ゆ
ゑ
に
選
択
付
属
と
い
ふ
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
十
二
章
に
依
る
。

三
に
小
経
に
二
。
初
に
標
、
二
に
釈
。
今
は
初
。

次
阿
弥
陀
経
止

証
誠
也

（
次
に
『
阿
弥
陀
経
』
の
な
か
に
一
の
選
択
あ
り
。
い
は
ゆ
る
選
択
証
誠
な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
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二
に
釈
。

己
於
諸
経
止

証
誠
也

（
す
で
に
諸
経
の
な
か
に
お
い
て
多
く
往
生
の
諸
行
を
説
く
と
い
へ
ど
も
、
六
方
の
諸
仏

か
の
諸
行
に
お
い
て
証
誠
せ
ず
、
こ
の
『
経
』
（
小
経
）
の
な
か
に
至
り
て
念
仏
往
生
を

説
き
た
ま
ふ
と
き
に
、
六
方
恒
沙
の
諸
仏
、
お
の
お
の
舌
を
舒
べ
て
大
千
に
覆
ひ
て
、
実

の
語
と
証
誠
し
て
、
こ
れ
を
証
誠
し
た
ま
ふ
。
ゆ
ゑ
に
選
択
証
誠
と
い
ふ
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
十
四
章
に
依
る
。

四
に
般
舟
讃
に
二
。
初
に
標
、
二
に
釈
。
今
は
初
。

加
之
般
舟
止

我
名
也

（
し
か
の
み
な
ら
ず
『
般
舟
三
昧
経
』
の
な
か
に
ま
た
一
の
選
択
あ
り
。
い
は
ゆ
る
選
択

我
名
な
り
。
）

「
般
舟
」
等
と
は
、
上
の
已
に
弁
ず
る
が
ご
と
し
。

二
に
釈
。

弥
陀
自
説
止

我
名
也

（
弥
陀
み
づ
か
ら
説
き
て
、
「
わ
が
国
に
来
生
せ
ん
と
欲
は
ば
、
つ
ね
に
わ
が
名
を
念
じ

て
、
休
息
せ
し
む
る
こ
と
な
か
れ
」（
意
）
と
の
た
ま
へ
り
。
ゆ
ゑ
に
選
択
我
名
と
い
ふ
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
経
は
傍
依
に
属
す
る
が
故
に
、
本
章
を
立
て
ざ
る
な
り
。

三
に
広
を
摂
し
略
に
帰
す
に
二
。
初
に
三
仏
法
に
分
つ
。
二
に
一
法
に
終
帰
す
。
今

は
初
。

本
願
摂
取
止

之
選
択
也

（
本
願
・
摂
取
・
我
名
・
化
讃
、
こ
の
四
は
こ
れ
弥
陀
の
選
択
な
り
。
讃
歎
・
留
教
・
付

属
、
こ
の
三
は
こ
れ
釈
迦
の
選
択
な
り
。
証
誠
は
六
方
恒
沙
の
諸
仏
の
選
択
な
り
。
）
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配
科
解
す
べ
し
。

二
に
一
法
に
終
帰
す
。

[
513b

]

然
則
釈
迦
止

為
宗
致
耳

（
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
釈
迦
・
弥
陀
お
よ
び
十
方
の
お
の
お
の
の
恒
沙
等
の
諸
仏
、
同
心

に
念
仏
の
一
行
を
選
択
し
た
ま
ふ
。
余
行
は
し
か
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
知
り
ぬ
、
三
経
と
も
に

念
仏
を
選
び
て
も
つ
て
宗
致
と
な
す
の
み
。
）

配
科
解
す
べ
し
。
禿
鈔
は
開
い
て
十
六
選
択
・
九
難
・
四
通
と
な
す
。
別
所
に
弁
ず
る

が
ご
と
し
。

三
に
結
要

計
也
夫
速
止

仏
本
願
故

（
【17

】

は
か
り
み
れ
ば
、
そ
れ
す
み
や
か
に
生
死
を
離
れ
ん
と
欲
は
ば
、
二
種
の

勝
法
の
な
か
に
、
し
ば
ら
く
聖
道
門
を
閣
き
て
選
び
て
浄
土
門
に
入
る
べ
し
。
浄
土
門
に

入
ら
ん
と
欲
は
ば
、
正
雑
二
行
の
な
か
に
、
し
ば
ら
く
も
ろ
も
ろ
の
雑
行
を
抛
て
て
選
び

て
正
行
に
帰
す
べ
し
。
正
行
を
修
せ
ん
と
欲
は
ば
、
正
助
二
業
の
な
か
に
、
な
ほ
助
業
を

傍
ら
に
し
て
選
び
て
正
定
を
も
つ
ぱ
ら
に
す
べ
し
。
正
定
の
業
と
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
仏

名
を
称
す
る
な
り
。
名
を
称
す
れ
ば
、
か
な
ら
ず
生
ず
る
こ
と
を
得
。
仏
の
本
願
に
よ
る

が
ゆ
ゑ
な
り
。
）

こ
の
文
至
要
。
玄
の
中
に
述
べ
る
が
ご
と
し
。
行
巻
（
三
十
七
紙
）
の
総
標
の
文
と
連

引
す
。
一
部
の
宗
致
こ
れ
に
尽
す
も
の
な
り
。

四
に
後
述
に
二
。
初
に
所
依
の
人
法
を
選
ぶ
、
二
に
能
依
の
所
由
を
述
べ
る
。
初
に

所
依
の
人
法
を
選
ぶ
に
二
。
初
に
所
依
の
人
を
選
ぶ
、
二
に
所
依
の
法
を
選
ぶ
。
初

に
所
依
の
人
を
選
ぶ
に
四
。
初
に
二
門
に
就
い
て
選
ぶ
、
二
に
三
昧
に
就
い
て
選
ぶ
、

三
に
師
弟
に
就
い
て
選
ぶ
、
四
に
重
ね
て
三
昧
に
就
い
て
選
ぶ
。
初
に
二
門
に
就
い

て
選
ぶ
に
二
。
初
に
問
、
二
に
答
。
今
は
初
。
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問
曰
華
厳
止

一
師
也

（
【18

】

問
ひ
て
い
は
く
、
華
厳
・
天
台
・
真
言
・
禅
門
・
三
論
・
法
相
の
諸
師
、

お
の
お
の
浄
土
法
門
の
章
疏
を
造
る
。
な
ん
ぞ
か
れ
ら
の
師
に
よ
ら
ず
し
て
、
た
だ
善
導

一
師
を
用
ゐ
る
や
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
答
に
二
。
初
に
聖
道
を
捨
つ
、
二
に
浄
土
に
帰
す
。

答
曰
彼
等
止

一
師
也

（
答
へ
て
い
は
く
、
か
れ
ら
の
諸
師
お
の
お
の
み
な
浄
土
の
章
疏
を
造
る
と
い
へ
ど
も
、

浄
土
を
も
つ
て
宗
と
な
さ
ず
、
た
だ
聖
道
を
も
つ
て
そ
の
宗
と
な
す
。
ゆ
ゑ
に
か
れ
ら
の

諸
師
に
よ
ら
ず
。
善
導
和
尚
は
偏
に
浄
土
を
も
つ
て
宗
と
な
し
て
、
聖
道
を
も
つ
て
宗
と

な
さ
ず
。
ゆ
ゑ
に
偏
に
善
導
一
師
に
依
る
。
）

「
彼
等
」
等
と
は
、
聖
道
を
捨
つ
な
り
。

「
善
導
」
等
と
は
、
浄
土
を
取
る
な
り
。

二
に
三
昧
に
就
い
て
選
ぶ
に
二
。
初
に
問
、
二
に
答
。
今
は
初
。

問
曰
浄
土
止

一
師
哉

（

問
ひ
て
い
は
く
、
浄
土
の
祖
師
そ
の
数
ま
た
多
し
。
い
は
く
弘
法
寺
の
迦
才
、
慈
愍

三
蔵
等
こ
れ
な
り
。
な
ん
ぞ
か
れ
ら
の
諸
師
に
よ
ら
ず
し
て
、
た
だ
善
導
一
師
を
用
ゐ
る

や
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
答
に
二
。
初
に
未
得
を
捨
つ
、
二
に
已
得
を
取
る
。

[
514a

]

答
曰
斯
等
止

故
且
用
之

（
答
へ
て
い
は
く
、
こ
れ
ら
の
諸
師
浄
土
を
宗
と
す
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
三
昧
を
発
さ
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ず
。
善
導
和
尚
は
こ
れ
三
昧
発
得
の
人
な
り
。
道
に
お
い
て
す
で
に
そ
の
証
あ
り
。
ゆ
ゑ

に
し
ば
ら
く
こ
れ
を
用
ゐ
る
。
）

「
此
等
」
等
と
は
、
未
得
を
捨
つ
な
り
。

「
善
導
」
等
と
は
、
已
得
を
取
る
な
り
。

三
に
師
弟
に
就
い
て
選
ぶ
に
二
。
初
に
問
、
二
に
答
。
今
は
初
。

問
曰
若
依
止

何
不
用
之

（

問
ひ
て
い
は
く
、
も
し
三
昧
発
得
に
よ
ら
ば
、
懐
感
禅
師
は
ま
た
こ
れ
三
昧
発
得
の

人
な
り
。
な
ん
ぞ
こ
れ
を
用
ゐ
ざ
る
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
答
に
二
。
初
に
弟
子
に
依
ら
ず
、
二
に
深
く
相
違
を
斥
け
る
。

答
曰
善
導
止

故
不
用
之

（
答
へ
て
い
は
く
、
善
導
は
こ
れ
師
な
り
。
懐
感
は
こ
れ
弟
子
な
り
。
ゆ
ゑ
に
師
に
よ
り

て
弟
子
に
よ
ら
ず
。
い
は
ん
や
師
資
の
釈
、
そ
の
相
違
は
な
は
だ
多
し
。
ゆ
ゑ
に
こ
れ
を

用
ゐ
ず
。
）

「
善
導
」
等
と
は
、
弟
子
に
依
ら
ず
。

「
況
師
」
等
と
は
、
深
く
相
違
を
斥
け
る
。
笑
螂
譬
に
云
々
な
る
が
ご
と
し
。

四
に
重
ね
て
三
昧
に
就
い
て
選
ぶ
に
二
。
初
に
問
、
二
に
答
。

問
曰
若
依
止

何
不
用
之

（

問
ひ
て
い
は
く
、
も
し
師
に
よ
り
て
弟
子
に
よ
ら
ず
は
、
道
綽
禅
師
は
こ
れ
善
導
和

尚
の
師
な
り
。
そ
も
そ
も
ま
た
浄
土
の
祖
師
な
り
。
な
ん
ぞ
こ
れ
を
用
ゐ
ざ
る
や
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
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二
に
答
に
二
。
初
に
未
発
を
捨
つ
。
二
に
已
発
を
取
る
。
初
に
未
発
を
捨
つ
に
二
。

初
に
略
示
、
二
に
広
示
。
今
は
初
。

答
曰
道
綽
止

三
昧
故

（
答
へ
て
い
は
く
、
道
綽
禅
師
は
こ
れ
師
な
り
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
三
昧
を
発
さ
ず
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
広
示
。

自
不
知
往
生
止

已
上
新
修
往
生
伝

（
ゆ
ゑ
に
み
づ
か
ら
往
生
の
得
否
を
知
ら
ず
し
て
、
善
導
に
問
ひ
て
い
は
く
、
「
道
綽
念

仏
し
て
往
生
を
得
べ
し
や
否
や
」
と
。
導
（
善
導
）
一
茎
の
蓮
華
を
弁
ぜ
し
め
て
、
こ
れ

を
仏
前
に
置
き
て
、
「
行
道
七
日
せ
ん
に
華
萎
み
悴
け
ず
は
、
す
な
は
ち
往
生
を
得
ん
」

と
。
こ
れ
に
よ
り
て
七
日
、
華
果
然
と
し
て
華
萎
黄
せ
ず
。
綽
（
道
綽
）
そ
の
深
詣
を
歎

ず
。
ち
な
み
に
定
に
入
り
て
ま
さ
に
生
を
得
べ
し
や
否
や
を
観
ず
る
こ
と
を
請
ふ
。
導
（
善

導
）
す
な
は
ち
定
に
入
り
て
、
須
臾
に
報
へ
て
い
は
く
、
「
師
、
ま
さ
に
三
の
罪
を
懺
す

べ
し
。
ま
さ
に
往
生
す
べ
し
。
一
に
は
師
、
嘗
、
仏
の
尊
像
を
安
ん
じ
て
、
簷&

M
019890;

の
下
に
在
き
て
、
み
づ
か
ら
は
深
房
に
処
せ
り
。
二
に
は
出
家
人
を
駆
使
し
策
役
す
。
三

に
は
屋
宇
を
営
造
し
て
虫
の
命
を
損
傷
す
。
師
、
よ
ろ
し
く
十
方
の
仏
前
に
お
い
て
第
一

の
罪
を
懺
し
、
四
方
の
僧
の
前
に
お
い
て
第
二
の
罪
を
懺
し
、
一
切
衆
生
の
前
に
お
い
て

第
三
の
罪
を
懺
す
べ
し
」
と
。
綽
公
（
道
綽
）
静
か
に
往
の
咎
を
思
ひ
て
、
「
み
な
虚
し

か
ら
ず
」
と
い
ふ
。
こ
こ
に
心
を
洗
ひ
、
悔
謝
し
を
は
り
て
、
導
（
善
導
）
に
見
ゆ
。
す

な
は
ち
い
は
く
、
「
師
の
罪
滅
し
た
り
。
後
に
ま
さ
に
白
光
あ
り
て
照
燭
す
べ
し
。
こ
れ

師
の
往
生
の
相
な
り
」
と
。
［
以
上
、
『
新
修
往
生
伝
』
。
］
）

問
う
。
古
は
云
わ
ざ
る
か
。
言
行
こ
れ
一
。
三
の
罪
の
懺
悔
は
何
ぞ
そ
れ
類
せ
ざ
る
な

り
。答

う
。
大
権
施
化
あ
に
概
論
す
べ
き
か
。
原
そ
の
西
河
の
教
え
ん
が
た
め
な
り
。
難
を

決
し
通
を
明
か
す
。
萬
を
捨
て
一
を
取
る
。
三
信
妙
果
、
し
か
し
て
機
に
被
り
時
に
約
す
。

至
ら
ざ
る
と
こ
ろ
な
し
。
あ
に
蓮
を
卜
っ
て
生
を
定
め
と
す
べ
き
も
の
か
な
。
し
か
し
て

こ
の
迹
あ
り
。[

514b
]

竊
に
所
為
あ
り
て
、
し
か
し
て
「
爾
者
」
か
。
三
の
罪
の
相
、
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像
末
の
通
弊
、
け
だ
し
自
行
に
寄
り
て
他
過
を
懲
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
吾
輩
そ
の

各
々
自
省
せ
ざ
ら
ん
べ
き
か
な
。
噫
。

二
に
已
発
を
取
る
に
二
。
初
に
非
凡
に
依
る
。
二
に
時
諺
に
依
る
。
今
は
初
。

爰
知
善
導
止

将
是
暁
矣

（

こ
こ
に
知
り
ぬ
。
善
導
和
尚
は
行
、
三
昧
を
発
し
、
力
め
、
師
の
位
に
堪
へ
た
り
。

解
行
、
凡
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
ま
さ
に
こ
れ
暁
ら
け
し
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
時
諺
に
依
る
。

況
又
時
人
止

而
称
者
歟

（
い
は
ん
や
ま
た
時
の
人
の
諺
に
い
は
く
、
「
仏
法
東
行
し
て
よ
り
こ
の
か
た
、
い
ま
だ

禅
師
（
善
導
）
の
ご
と
く
の
盛
徳
あ
る
は
あ
ら
ず
。
絶
倫
の
誉
、
得
て
称
す
べ
か
ら
ざ
る

も
の
か
」
と
。
）

文
意
解
す
べ
し
。
語
は
瑞
応
伝
に
出
る
。

二
に
所
依
の
法
を
選
ぶ
に
二
。
初
に
疏
の
尊
高
を
示
す
。
二
に
正
し
く
疏
文
を
引
く
。

今
は
初
。

加
之
條
録
止

如
仏
経
法

（
し
か
の
み
な
ら
ず
『
観
経
』
の
文
疏
を
条
録
す
る
刻
に
、
す
こ
ぶ
る
霊
瑞
を
感
ず
。
し

ば
し
ば
聖
化
に
預
か
る
。
す
で
に
聖
の
冥
加
を
蒙
り
て
、
し
か
も
『
経
』
（
観
経
）
の
科

文
を
造
る
。
世
を
挙
り
て
「
証
定
の
疏
」
と
称
す
。
人
こ
れ
を
貴
ぶ
こ
と
仏
経
の
法
の
ご

と
く
す
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
正
し
く
疏
文
を
引
く
に
二
。
初
に
証
を
請
い
楷
定
す
る
を
明
か
す
。
二
に
述
験
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の
本
到
を
明
か
す
。
初
に
証
を
請
い
楷
定
す
る
を
明
か
す
に
二
。
初
に
前
に
証
を
請

う
を
述
べ
る
。
二
に
後
に
験
を
求
む
を
述
べ
る
。
初
に
前
に
証
を
請
う
を
述
べ
る
に

八
。
初
に
請
証
由
を
述
べ
る
。
二
に
心
を
標
し
験
を
求
め
る
。
三
に
三
宝
に
帰
命
す
。

四
に
正
し
く
証
明
を
請
う
。
五
に
請
中
の
行
相
。
六
に
願
に
応
じ
て
験
を
見
る
。
七

に
見
お
わ
り
て
疏
を
造
る
。
八
に
有
僧
の
指
授
。
今
は
初
。

即
彼
疏
第
止

輒
生
異
解

（
す
な
は
ち
か
の
疏
の
第
四
巻
（
散
善
義
）
の
奥
に
い
は
く
、
「
敬
ひ
て
一
切
有
縁
の
知

識
等
に
ま
う
す
。
余
（
善
導
）
は
す
で
に
こ
れ
生
死
の
凡
夫
な
り
。
智
慧
浅
短
な
り
。
し

か
も
仏
教
は
幽
微
な
り
。
あ
へ
て
た
や
す
く
異
解
を
生
ぜ
ず
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

二
に
心
を
標
し
験
を
求
め
る
。

遂
即
標
心
止

方
可
造
心

（
つ
ひ
に
す
な
は
ち
心
を
標
し
願
を
結
び
て
、
霊
験
を
請
ひ
求
め
て
、
ま
さ
に
造
心
す
べ

し
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

三
に
三
宝
に
帰
命
す
。

[
515a

]

南
無
帰
命
止

楷
定
古
今

（
尽
虚
空
遍
法
界
の
一
切
の
三
宝
、
釈
迦
牟
尼
仏
・
阿
弥
陀
仏
・
観
音
・
勢
至
、
か
の
土

の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
大
海
衆
お
よ
び
一
切
の
荘
厳
相
等
に
南
無
し
帰
命
し
た
て
ま
つ
る
。

某
、
い
ま
こ
の
『
観
経
』
に
要
義
を
出
し
て
、
古
今
を
楷
定
せ
ん
と
欲
す
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

四
に
正
し
く
証
明
を
請
う
。
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若
称
三
世
止

境
界
諸
相

（
も
し
三
世
の
諸
仏
・
釈
迦
仏
・
阿
弥
陀
仏
等
の
大
悲
の
願
意
に
称
は
ば
、
願
は
く
は
夢

の
う
ち
に
お
い
て
、
上
の
所
願
の
ご
と
き
の
一
切
の
境
界
の
諸
相
を
見
る
こ
と
を
得
ん
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

五
に
請
中
の
行
相
。

於
仏
像
前
止

至
心
発
願

（
仏
像
の
前
に
お
い
て
願
を
結
び
て
、
已
り
て
日
別
に
『
阿
弥
陀
経
』
三
遍
を
誦
し
、
阿

弥
陀
仏
三
万
遍
を
念
じ
、
心
を
至
し
て
願
を
発
す
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

六
に
願
に
応
じ
て
験
を
見
る
。

即
於
当
夜
止

量
久
乃
覚

（
す
な
は
ち
当
夜
に
お
い
て
西
方
の
空
中
を
見
る
に
、
上
の
ご
と
き
の
諸
相
の
境
界
こ
と

ご
と
く
み
な
顕
現
す
。
雑
色
の
宝
山
百
重
千
重
し
て
、
種
種
の
光
明
、
下
、
地
を
照
ら
す
。

地
、
金
色
の
ご
と
し
。
な
か
に
諸
仏
・
菩
薩
ま
し
ま
し
て
、
あ
る
い
は
坐
し
、
あ
る
い
は

立
し
、
あ
る
い
は
語
し
、
あ
る
い
は
黙
し
、
あ
る
い
は
身
手
を
動
か
し
、
あ
る
い
は
住
し

て
動
ぜ
ざ
る
も
の
あ
り
。
す
で
に
こ
の
相
を
見
て
、
合
掌
し
て
立
し
て
観
る
こ
と
や
や
久

し
く
し
て
、
す
な
は
ち
覚
め
ぬ
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

七
に
見
お
わ
り
て
疏
を
造
る
。

覚
已
不
勝
止

條
録
義
門

（
覚
め
を
は
り
て
欣
喜
に
勝
へ
ず
。
す
な
は
ち
〔
観
経
の
〕
義
門
を
条
録
す
。
）

文
意
解
す
べ
し
。



- 51 -

八
に
有
僧
の
指
授
。

自
斯
已
後
止

脱
本
竟
已

（
こ
れ
よ
り
以
後
、
毎
夜
夢
中
に
つ
ね
に
一
の
僧
あ
り
て
、
来
り
て
玄
義
の
科
文
を
指
授

す
る
こ
と
す
で
に
了
り
て
、
さ
ら
に
ま
た
見
え
ず
。
後
の
時
に
本
を
脱
し
を
は
り
ぬ
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

二
に
後
に
験
を
求
む
を
述
べ
る
に
四
。
初
に
七
日
を
要
期
す
。
二
に
期
中
の
行
相
。

三
に
三
夜
見
応
す
。
四
に
不
到
期
限
。
今
は
初
。

復
更
至
心
要
期
七
日

（
ま
た
さ
ら
に
心
を
至
し
て
か
な
ら
ず
七
日
を
期
し
て
、
）

文
意
解
す
べ
し
。

二
に
期
中
の
行
相
。

日
別
誦
阿
止

一
如
上
法

（
日
別
に
『
阿
弥
陀
経
』
十
遍
を
誦
し
、
阿
弥
陀
仏
三
万
遍
を
念
じ
、
初
夜
・
後
夜
に
か

の
仏
の
国
土
の
荘
厳
等
の
相
を
観
想
し
て
、
誠
心
に
帰
命
し
て
も
つ
ぱ
ら
上
の
法
の
ご
と

く
す
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

三
に
三
夜
見
応
す
。

[
515b

]

当
夜
即
見
止

人
観
無
碍

（
当
夜
に
す
な
は
ち
三
具
の
磑
輪
の
道
の
辺
に
独
り
転
ず
る
を
見
る
。
た
ち
ま
ち
に
一
人

あ
り
て
、
白
き
駱
駝
に
乗
り
て
前
に
来
り
て
、
見
え
て
勧
む
。
〈
師
、
ま
さ
に
ゆ
め
ゆ
め

決
定
し
て
往
生
す
べ
し
。
退
転
を
な
す
こ
と
な
か
れ
。
こ
の
界
は
穢
悪
に
し
て
苦
多
し
。
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労
し
く
貪
楽
せ
ざ
れ
〉
と
。
答
へ
て
い
は
く
、
〈
大
き
に
賢
者
の
好
心
の
視
誨
を
蒙
り
ぬ
。

某
、
畢
命
を
期
と
な
し
て
、
あ
へ
て
懈
慢
の
心
を
生
ぜ
ず
〉
と
。
｛
云
々
｝
第
二
の
夜
に

見
ら
く
、
阿
弥
陀
仏
の
身
は
真
金
の
色
に
し
て
、
七
宝
樹
の
下
の
金
蓮
華
の
上
に
ま
し
ま

し
て
坐
し
た
ま
へ
り
。
十
僧
囲
繞
し
て
、
ま
た
お
の
お
の
一
の
宝
樹
の
下
に
坐
せ
り
。
仏

樹
の
上
に
す
な
は
ち
天
衣
あ
り
て
、
挂
り
繞
れ
り
。
面
を
正
し
く
し
西
に
向
か
へ
て
、
合

掌
し
て
坐
し
て
観
ず
。
第
三
の
夜
に
見
ら
く
、
両
の
幢
杆
大
き
に
高
く
顕
れ
て
、
幡
五
色

を
懸
け
た
り
。
道
路
縦
横
に
、
人
観
る
こ
と
礙
な
し
。
）

謹
ん
で
按
ず
る
に
、
霊
相
の
「
三
具
の
鎧
輪
」
と
は
、
三
信
を
表
す
な
り
。

「
道
の
辺
に
独
り
転
ず
る
」
と
は
、
独
留
念
仏
を
表
す
な
り
。

「
た
ち
ま
ち
に
一
人
あ
り
」
と
は
、
釈
迦
の
発
遣
の
相
な
り
。

「
第
二
の
夜
に
見
ら
く
」
等
と
は
、
弥
陀
の
招
喚
の
相
な
り
。

「
第
三
の
夜
に
見
ら
く
」
等
と
は
、
要
弘
二
門
の
相
な
り
。

「
道
路
縦
横
」
と
は
、
利
邪
僧
増
を
表
す
な
り
。

四
に
不
到
期
限
。

既
得
此
相
止

不
至
七
日

（
す
で
に
こ
の
相
を
得
を
は
り
て
、
す
な
は
ち
休
止
し
て
七
日
に
至
ら
ず
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

二
に
述
験
の
本
到
を
明
か
す
に
三
。
初
に
正
し
く
本
到
を
述
べ
る
。
二
に
回
向
発
願
。

三
に
人
に
尊
重
を
勧
め
る
。
今
は
初
。

上
来
所
有
止

覩
者
西
帰

（
上
来
あ
ら
ゆ
る
霊
相
は
、
本
心
、
物
の
た
め
に
し
て
己
身
の
た
め
に
せ
ず
。
す
で
に
こ

の
相
を
蒙
れ
り
。
あ
へ
て
隠
蔵
せ
ず
。
つ
つ
し
み
て
も
つ
て
義
後
に
申
べ
呈
し
て
、
末
代

に
聞
え
ら
れ
ん
。
願
は
く
は
含
霊
を
し
て
こ
れ
を
聞
か
し
め
て
信
を
生
ぜ
し
む
。
有
識
の

覩
る
も
の
西
に
帰
せ
よ
。
）

文
意
解
す
べ
し
。
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二
に
回
向
発
願
。

以
此
功
徳
止

共
成
仏
道

（
こ
の
功
徳
を
も
つ
て
衆
生
に
回
施
し
て
、
こ
と
ご
と
く
菩
提
心
を
発
し
て
、
慈
心
を
も

つ
て
あ
ひ
向
か
ひ
、
仏
眼
を
も
つ
て
あ
ひ
看
ん
。
菩
提
の
眷
属
と
し
て
真
の
善
知
識
と
な

ら
ん
。
同
じ
く
浄
国
に
帰
し
て
と
も
に
仏
道
を
成
ぜ
ん
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

三
に
人
に
尊
重
を
勧
め
る
。

此
義
已
請
止

応
知
已
上

（
こ
の
義
す
で
に
証
を
請
ひ
て
定
め
を
は
り
ぬ
。
一
句
一
字
加
減
す
べ
か
ら
ず
。
写
さ
ん

と
欲
は
ば
、
も
つ
ぱ
ら
経
法
の
ご
と
く
す
べ
し
。
知
る
べ
し
」
と
。
｛
以
上
｝

文
意
解
す
べ
し
。

二
に
今
集
興
由
を
述
べ
る
に
四
。
初
に
先
に
本
疏
を
嘆
ず
。
二
に
次
に
嘆
由
を
明
か

す
。
三
に
能
造
の
人
を
嘆
ず
。
四
に
正
し
く
伝
弘
を
明
か
す
。
今
は
初
。

静
以
善
導
止

須
珍
敬
矣

（

静
か
に
お
も
ん
み
れ
ば
、
善
導
の
『
観
経
の
疏
』
は
こ
れ
西
方
の
指
南
、
行
者
の
目

足
な
り
。
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
西
方
の
行
人
、
か
な
ら
ず
す
べ
か
ら
く
珍
敬
す
べ
し
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

二
に
次
に
嘆
由
を
明
か
す
。

[
516a

]

就
中
毎
夜
止

斯
言
誠
乎

（
就
中
、
毎
夜
に
夢
の
う
ち
に
僧
あ
り
て
、
玄
義
を
指
授
す
。
僧
と
は
お
そ
ら
く
は
こ
れ

弥
陀
の
応
現
な
り
。
し
か
れ
ば
い
ふ
べ
し
、
こ
の
『
疏
』
は
こ
れ
弥
陀
の
伝
説
な
り
と
。
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い
か
に
い
は
ん
や
、
大
唐
に
あ
ひ
伝
へ
て
い
は
く
、
「
善
導
は
こ
れ
弥
陀
の
化
身
な
り
」

と
。
し
か
れ
ば
い
ふ
べ
し
、
ま
た
こ
の
文
は
こ
れ
弥
陀
の
直
説
な
り
。
す
で
に
「
写
さ
ん

と
欲
は
ば
、
も
つ
ぱ
ら
経
法
の
ご
と
く
せ
よ
」
（
散
善
義
）
と
い
ふ
、
こ
の
言
誠
な
る
か

な
や
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

三
に
能
造
の
人
を
嘆
ず
。

仰
討
本
地
止

導
是
一
也

（
仰
ぎ
て
本
地
を
討
ぬ
れ
ば
、
四
十
八
願
の
法
王
（
阿
弥
陀
仏
）
な
り
。
十
劫
正
覚
の
唱

へ
、
念
仏
に
憑
み
あ
り
。
俯
し
て
垂
迹
を
訪
へ
ば
、
専
修
念
仏
の
導
師
（
善
導
）
な
り
。

三
昧
正
受
の
語
、
往
生
に
疑
な
し
。
本
迹
異
な
り
と
い
へ
ど
も
化
道
こ
れ
一
な
り
。

文
意
解
す
べ
し
。

四
に
正
し
く
伝
弘
を
明
か
す
。
初
に
平
日
。
二
に
今
日
。
今
は
初
。

於
是
貧
道
止

得
昇
降
也

（

こ
こ
に
貧
道
（
源
空
）
、
昔
こ
の
典
（
観
経
疏
）
を
披
閲
し
て
、
ほ
ぼ
素
意
を
識
る
。

立
ち
ど
こ
ろ
に
余
行
を
舎
め
て
こ
こ
に
念
仏
に
帰
す
。
そ
れ
よ
り
こ
の
か
た
今
日
に
至
る

ま
で
、
自
行
化
他
た
だ
念
仏
を
縡
と
す
。
し
か
る
あ
ひ
だ
希
に
津
を
問
ふ
も
の
に
は
、
示

す
に
西
方
の
通
津
を
も
つ
て
し
、
た
ま
た
ま
行
を
尋
ぬ
る
も
の
に
は
、
誨
ふ
る
に
念
仏
の

別
行
を
も
つ
て
す
。
こ
れ
を
信
ず
る
も
の
は
多
く
、
信
ぜ
ざ
る
も
の
は
尠
な
し
。
ま
さ
に

知
る
べ
し
。
浄
土
の
教
、
時
機
を
叩
き
て
行
運
に
当
れ
り
。
念
仏
の
行
、
水
月
を
感
じ
て

昇
降
を
得
た
り
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

二
に
今
日
。

而
今
不
図
止

於
悪
道
也
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（
し
か
る
に
い
ま
図
ら
ざ
る
に
仰
せ
を
蒙
る
。
辞
謝
す
る
に
地
な
し
。
よ
り
て
い
ま
な
ま

じ
ひ
に
念
仏
の
要
文
を
集
め
て
、
あ
ま
つ
さ
へ
念
仏
の
要
義
を
述
ぶ
。
た
だ
し
命
旨
を
顧

み
て
不
敏
を
顧
み
ず
。
こ
れ
す
な
は
ち
無
慚
無
愧
の
は
な
は
だ
し
き
な
り
。
庶
幾
は
く
は

一
た
び
高
覧
を
経
て
後
に
、
壁
の
底
に
埋
み
て
、
窓
の
前
に
遺
す
こ
と
な
か
れ
。
お
そ
ら

く
は
破
法
の
人
を
し
て
、
悪
道
に
堕
せ
し
め
ざ
ら
ん
が
た
め
な
り
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

【
科
段
⑧
（
随
文
釈
）
】

十
六
に
慇
不
章

標
章

引
文

小
経

事
讃

慇
不
を
明
か
す

難
信
を
明
か
す

結
勧
誡

私
釈

略
し
て
旨
帰
を
釈
す

広
く
差
別
を
示
す

大
経

総
じ
て
標
列
す

別
し
て
解
釈
す

選
択
本
願

選
択
讃
歎

選
択
留
教

観
経

総
じ
て
標
列
す

別
釈

選
択
摂
取

選
択
化
讃

選
択
付
属
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小
経

標釈

般
舟
経標釈

三
に
広
を
摂
し
て
略
に
帰
す

三
の
仏
法
に
分
つ

一
法
に
終
帰
す

三
に
結
要

※
「
二
に
別
し
て
顕
す
に
十
六
」
（
巻
一
を
受
け
て
）

四
に
後
述

所
依
の
人
法
を
選
ぶ

所
依
の
人
を
選
ぶ

二
門
に
就
い
て
選
ぶ

問答

聖
道
を
捨
つ

浄
土
に
帰
す

三
昧
に
就
い
て
選
ぶ

問答

未
得
を
捨
つ

已
得
を
取
る

師
弟
に
就
い
て
選
ぶ

問答

弟
子
に
依
ら
ず

深
く
相
違
を
斥
け
る

重
ね
て
三
昧
に
就
い
て
選
ぶ

問答

未
発
を
捨
つ
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略
示

広
示

已
発
を
取
る

非
凡
に
依
る

時
諺
に
依
る

所
依
の
法
を
選
ぶ

疏
の
尊
高
を
示
す

正
し
く
疏
文
を
引
く

証
を
請
い
楷
定
す
る
を
明
か
す

前
に
証
を
請
う
を
述
べ
る

請
証
由
を
述
べ
る

心
を
標
し
験
を
求
め
る

三
宝
に
帰
命
す

正
し
く
証
明
を
請
う

請
中
の
行
相

願
に
応
じ
て
験
を
見
る

見
お
わ
り
て
疏
を
造
る

有
僧
の
指
授

後
に
験
を
求
む
を
述
べ
る

七
日
を
要
期
す

期
中
の
行
相

三
夜
見
応
す

不
到
期
限

述
験
の
本
到
を
明
か
す

正
し
く
本
到
を
述
べ
る

回
向
発
願

人
に
尊
重
を
勧
め
る

能
依
の
所
由
を
述
べ
る

二
に
今
集
興
由
を
述
べ
る

先
に
本
疏
を
嘆
ず

次
に
嘆
由
を
明
か
す

能
造
の
人
を
嘆
ず



- 58 -

正
し
く
伝
弘
を
明
か
す

平
日

今
日

・
言
葉
の
補
足
説
明
は
、
（
※
～
）

・
言
葉
の
補
筆
は
、[

※
～]

・
引
文
に
省
略
が
あ
る
場
合
は
、
（
※
省
略
：
～
）

・
引
文
が
原
本
と
異
な
る
場
合
、
（
※
原
本
：
～
）

・
省
略
記
号

真
聖
全
：
真
宗
聖
教
全
書

註
釈
版
：
浄
土
真
宗
聖
典
註
釈
版

浄
真
全
：
浄
土
真
宗
全
書

大
正
：
大
正
新
脩
大
蔵
経

【
更
新
履
歴
】

（
以
上
、
終
了
。
令
和
五
年
四
月
二
十
日
）


